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西山 陰 地 域 の 新生 代 玄 武 周 質 洪 類 の 冊 石 学 的 研究 (その 1) 
— WORE BOLE e*— 


Petrological studies of the Cenozoic basaltic rocks 
from the western San-in district (1) 
—Basaltic rocks from Mishima Island, Yamaguchi Pref.—— 


yes 3h 38 #eE (Yoshio Oji) ** 


Abstract : Mishima Island is composed mostly of the basaltic 
rocks of the alkali rock series and partly of the tholeiitic basalt, which 
were erupted in the Miocene or Pliocene to Pleistocene. Eleven lavas of di- 
fferent periods which are chemically analysed, are classified into the 
tholeiitic basalt, picrite-basalt, trachybasalt and trachyandesite. These 
rocks are generally rich in MgO, and particularly its content is as high as 
14.2 % in the picrite-basalt. This is the first occurrence of picrite-basalt 
in Japan. It is a distinct character of the rocks of this island that they 
devoid entirely hypersthene either as phenocryst or groundmass, though 
they contain abundant xenocrysts and xenolithes. Thus these rocks 
belong not to the calc-alkali rock series, but to the alkali rock series. 
This is a remarkable difference from the rocks of Iki Island, where many 
calc-alkali rocks are derived from the contamination of the alkali rock series, 
as pointed out by Dr. Aoki. This fact is interesting from the genetic 
consideration on the magmatic differentiation in this island, and will be 
discussed later. 


1. Re 
筆者 は 北九州 及び 西山 陰 地 域 に 分 布 す る 新生 代 玄 武 岩 質 岩 類 の 岩石 学 的 研究 を すす め 
て きた が , 西山 陰 地 域 高 山 岬 以西 の 同種 岩 類 に つい て , その 産 状 , 分 化 型 式 な ど に 地域 的 
特質 が ある こと を 見 出し た 。 こ れ ら を 岩石 学 的 性 質 に より , 見 島 , 阿武 及び 大 津 地区 に 分 
けた 。 最初 に 見 島 地 受 の 玄武 岩 質 岩 類 に つい て 報告 する 。 
見 島 は 山 呈 県 萩 市 に 屋 し , 同市 北西 約 45km の 洋上 に あり , 東西 3km, 南北 4.7km 
の 弧 島 で ある 。 本 島 の 地質 に つい て の 報告 は 須 差 図 幅 D の み で ある 。 筆者 は 昨夏 , KB 
の 地質 調 査 を 行い , その 後 引 続 い て 東北 大 学 岩 久 教 宏 で 蜜 内 実験 を 行 つ た 。 


Mi 


* 本 論文 の 一 部 は 昭和 34 年 11 ARAMA CHR 
+* 福岡 学芸 大 学 福岡 分 校 
1) 鈴木 fh : 20 BAZI ASR, 地 調 , 1902. 


74 6 SKM GR BS ab 


この 研究 を 行う に あたり 御 指 導 を 賜 つ た 河野 義 礼 教 授 , 御 和 助言 を うけ た 千 藤 忠昌 , 植田 
ARMAS, 青木 譜 一 郎 助 手 に 深謝 する 。 叉 , 同 大 学 川内 分 校 八木 健三 教授 より も 御 教示 
を うけ た 。 記 し て 講 意 を 表す る 。 尚 , 野外 調査 で 御 便 宜 を 与え られ た 見 島 中 学校 長 左 野 英 
太郎 氏 に 感謝 する 。 


2. +H yee 


見 島 は ソレ アイ ィ イト 質 岩 系 と アル カリ 岩 系 火山 岩 , ARK ER UE RHD RUE 5 
橋 成 され る 。 こ れ ら の 基盤 岩 は 填 出 し て いな い 。 こ の 鳥 の 火山 活動 の 地質 時 代 は 直接 に 
WHEE LAO, 上 記 の 岩石 中 に 含ま れる 石英 , 僅 長 石 捕獲 結晶 , 関 緑 岩 及 び 斑 励 岩 質 
捕獲 岩 , LAI, 平瀬 北方 の 粗 面 去 武 岩 中 の 黒色 頁岩 質 捕 獲 岩 の 存在 は この 島 の 基 毅 に こ 
れ ら 諸 岩 石 の 存在 を 推定 すし め る 。 第 1 図 に 見 島 の 地質 図 を 示 し た 。 

ALS BMD -KUNGHPEHHACBAT ZYVV 71 PRERERE BS Sm, 
下部 に 赤色 凝灰岩 を し く 。 LOFAORMBNERS, 山口 県 大 津 郡津 黄 RUA 
須 差 町 高山 岬 3) の 同様 岩 右 か ら 推 害し て , 第 三 紀 中 新 世 へ 鮮新 世 と 考え られ So これ 以 
後 の 活 動 は すべ て アル カリ 央 系 に 属し , 本 島 の 大 部 分 を 形成 し , 更新 世 の 活 動 と 推定 され 
Bo 以下 それ ら に つい て 早期 の も の か ら 産 状 を 略 述 する 。 

a, fa QRH : 本 岩 は 本 村 周 辺 の 低地 及び エボ シ , FEAR OTH 
出し , 宇津 西方 で は ソレ アイ ィ ト 質 岩 系 玄武 岩 を 不 整 合 に お お う 。 厚 さ 約 40m, 層 理 は 比 
較 的 明瞭 で , BAC kKOCHMRUMEME RITZ. SE UT, E-W を 軸 と する 繧 い 
波状 構造 を 呈す る 。 角 春 は 灯 面 玄武 岩 で , BAKE 1.5m, 一 般 に は 等 大 以下 で ある 。 こ 
DORIS BRRUNZAE EST. TEMPLAR ARABS o 

b. FX VRE KES (B,) : AAU ARR A CI CHL, BR 
他 の 岩石 を 被覆 する も の は 見 出さ れ な い が , TT, RE, ACBHT SEO? 
HLM KAO AEC, 厚 さ 約 10m と 推定 され る 。 班 励 岩 質 捕獲 岩 を 信 有 する 。 

c, ビク ラ イト 玄武岩 (B。) : KEAABOARAH VEU, TIT ACR L, 
AY EY Cre N80°W, S35° を 示し , 約 6m (中 間 に 1.5m の 多孔 質 支 RACKET) 
OK LE ECS & AR LAT FOE BUS AREA ED o AX 15m と 推定 され る 。 

d, piita-F 7 VYRGRMKRS (Bs) : 本 島 の 火山 活動 の 大 部 を 形成 し , AH 
囲 は 全 地 域 に わた つて いる 。 3~10m の 厚 さ の 小 規模 な 話 岩 流 と 集 塊 岩 層 と の 累積 で あ 
り , 少く と る も 5 枚 の 類 岩 流 が 数 えら れる 。 と くに 最 下 部 の 集 塊 岩層 の 発達 が いち じ る し く , 
サザ キ き キ 及 び 和 観音 崎 は その 好例 で ある 。 従 つて , 全 層 厚 は 約 100m に 達する 。 HOOKS 
流 を 1~5m の 堆積 層 を 挟ん で 不 整 合 に 覆う 。 石英 , NRA HERES, RAI 
及び 平瀬 北方 の 粗 面 安山岩 脈 に 接する 部 分 に 10~60cm の ホル ン ヘ へ ルス ヌス 化 し た 黒色 頁岩 
の 薄 層 を 爽 在 す る が , これ は レン ズ 状 に 捕獲 され た 基 毅 の 一 部 で あぁ ろう 3 。 

e, PUR —F 9 v CS RET A KRIS (By) : 本 岩 は 本 村 港 周辺 の 海 舞 に 露出 する 小 
規模 の 活動 で , 0.2~1m, 10~15m 巾 の 小岩 脈 で ある が , 疾 岩 流 と し て 本 村 港 神社 懸 崖 に 


1) 青木 謙一 郎 : 火山 , 3, 1.16, 1958; Sci., Rep. Tohoku Univ., Ser. III, 
6, 261~310, 1959. 

2) RHR KARA RM AR REO AME. 

3) 野島 he: 泌 大 理研 報 , 1, 1, 14~38, 1941. 
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1. ソレ アイ ィ イト 質 岩 系 玄武 岩 2 角 春 凝灰岩 3. FVD Ao 
KR, (Bi) 4. ピク ライ ト 去 武 岩 , (B2) 5. 税 機 石 一 チタ ッ ン 輝石 粗 面 玄 
武 岩 (B;) 6. hiea—t7yv Haake eS (B,) 7. ieee, 
AaA-F ¥vaem Kn (Bs) 8. BPA (Ax) 9. BE 
AF 7 VAR KES (By) 10. HiiE—F 7 v ame Ao 
MAWES (A。) 11. BES—7 7 2-} PMRW (As) 


TA CHILO FMR KEE LPB SDOMBSENS, いづ れる も 暗 灰 色 一 暗 緑 色 粗 粒 岩 で , 
他 の 火山 岩 と の 関係 は 直接 み ら れ な い が , その 産 状 と 岩 相 か ら 略 同期 の も の と 考え られ る 。 

f, BiG HBeSMoE-t yy mK (Bs): セタ カ 東 部 及び 南部 山 族 に 
EW Zo 本村 一 ミヤ ャ マガ ナカ 旧道 に 厚 さ 10m の 霞 出 が なみ ら れる が , 直接 他 と の 関係 
は 認め られ な い 。 膳 緑色, BR, PPAR SUS しい 。 

g, Beam AWwe (Ay) : セタ カ , AV VATFAAWROANBREK ASH 
る も の で , BK, BX 15m と 推定 され る 。 前記 の 火山 岩 と の 関係 は 本 村 一 ミヤ ャ マガ ナ 
カ 旧 道 及 びそ の 北方 の 谷 で 認め られ る 。 

h, MEAS YY MREMLRS (Be) > 1777 RUS VVATAE SU RE 
ORBEBIC, 北 々 東 に 伸び て 分 布 す る 。 BSH 50m, HUMORAL OBR, この 
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Ek BEN FZABOBRD LAD ONS, BMORAIIOD Ri CH Eo 

i, SRG Tv A Beem (A2) : & 7 WLWTA CRORE 
出 が ある 。 HRICIMICOMEAM EM ZIUEOLIKOSZEBICH SM, 他 の 岩石 と の 関 
係 は 不明 で ある 。 厚 さ 約 15m, 多量 の 石英 捕獲 結晶 を 含む 。 
j, 黒雲 母 -- 角 関 石 粗 面 安山岩 (As) : 日 崎 先 端 及び 平瀬 北方 海 早 に 見 られ る 岩 脈 で 
ある 。 と くに 前 者 で は 巾 150m, MBACP LOWELL, 後者 で は 約 10m 市 で E80" 
~50° DEBE LOT. VSNEERE, 彼 岡 緑 岩 の 皇 獲 岩 を 含む 。 _OMMRKUAD 
HAC, 本 島 の 火山 活動 は 終 炉 する 。 

以上 の 大 山 岩 類 の 他 , 本 島 に は 沖積 層 と し て 宇津 海 早 慕 地 附 近 の 砂丘 と 海 早 各地 の 砂 春 
の 堆積 が みれ その 厚 さ は 数 っ m に 達し て いる 。 こ エボ シ , イツ モリ RUT VARI 
は 小 規 模 で は ある が , NNE-SSE 方 向 の 断層 が み ら れ る 。 
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RBOKUABM? BARE RKKLOTKOM< DHL 

a YVUIT4 }RBRLBRS 

b, FVAVBR 1) C€774>RERS 1) MHKRS i) Me. 

CN bE ORIBBOERRDOIOWTC, 構成 鉄 物 と それ ら の 光学 的 性 質 と を 第 1 表 に 示 
し た 。 こ れ ら の 岩 右 の 一 般 的 性 質 は 志 岐 島 ) 及び 北九州 東部 の % RSMO ZO, 
以下 概括 的 記載 に と ど め る 。 

a, YUP Cb BBR -SBBOS Ris : 完 唱 質 過 石 基質 斑 状 構造 を BTS. 
BEMAL Ala S Imm 以下 の 柱状 結 品 で あり , すべ て 双 品 し て いる 。 外縁 は 右 基 に 移 
化し て アノ ー ソ マク レー ス の 薄い mantle に よっ つて つつ まれ て いる 。 MAE 2mm YL 
トド の 自 形 ~ 半 自 形 で ある が , c 軸 に 伸び て , LIZ LISRERUBARECRT PHA 
は 自 形 ~ 半 自 形 , (100) 上 の 双 品 が みとめ られ る 。 AHESRORRA LAA, 普通 
WEE, TI -V7IV-ARVUEMSRM (2) より な り , 他 に 磁 鉄 鉄 , チタ ン 鉄 鉱 , BCE 
RUBBLE HS. HARRIE R KARL, FORMOSA DO RIDKe BL 
b 型 っ >c WADRILE ART o FASE OSHS E Yt VY ERICA ET SB 0 

b, PUAVIEM 

1) U774 RRS: WRG, ZB 5mm WTOMMARLZEALDE HN Zo BP 
に , Deine UCHR (E 3mm 以下 ) が 多く , SRO GZ 05mm 以下 ) が ある 。, 
この 輝石 は 淡 草 色 ~ 淡 紫色 を 時 し , 避 い 多 色 性 を 示す 。 光学 的 性 質 は 壱岐 島 *) BUI 
WOT VAY AOS Y v MRR So BiB EOF Y v HG LEA, AEA, 
AVERAROTI-VYI7IV-AELDEY, BMD UC. BES BR, FIV POR 
UBIKAYS So CD BAH ERSE CHV, 征 つ 前 記 の 地域 の も の に 比 し て , Mg 
に と むこ と が 注目 され る 。 こ の 事 は 本 島 の アル カリ 骨 中 標 村石 に つい て の 一 般 の 事柄 で 
ある 。 石 基 標 橋 石 は 全く イデ ンダ サイ ト に 変質 し て いる 。 

li) 粗 面 玄武 岩 , MAKE : 本 島 に 於 て , 最も 多量 に 分 布 す る 岩石 で , BHR 
質 過 品質 頑 状 構造 を し めす 。 班 品 斜 長石 は 自 形 ~ 半 自 形 , 大 きき Imm YRC, すべ で 
KREME AT. MA FI VERGO IRIN AIL 7 7 4 ERAN UGCA SR, 


1), 2) #ARBR—-BE : 前 出 , 1958, 1959. 
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MAOSBMARLOL 24. AMAR S 3mm PFORRABEEL, オペ パサ イト 反 
WHREBT So 本 邦 の アル カリ 岩 に 普通 り で あぁ る ケル ス えー ト 角 了 関 石 に 比 し て , & Cy VER 
< (X=light colored, Y=light yellowish, brown, Z=light yellowish green), JH 
FA (8=1.680~1.688) る 低い 。 北九州 福岡 地区 の も の る も 同様 で ある 。(100) LOMB 
BHI CH So ABIL ACMA CHS MR, MURA CYT ATA テッ ク 構 造 を し め 
ToRRA DINKA, TI-VIV—-R, FIVER, BURG, RGR, Fv BROK, 
BIKA, 黒雲 母 及 び 沸 石 か ら な る 。 -iCNRA ARRERESS. 後述 する 本 島 の 
平均 成分 変化 曲線 の 経路 か ら 外 れる も の が あぁ る 。 LM 夷 励 岩 質 捕獲 岩 を 含む も の が ある 。 

iii) MMW : 粗 面 安山岩 に 属す る も の は IIIb 型 , IXc 型 及び 日 崎 の 岩 脈 を な 
す も の で ある 。 一 般 に 信長 石 が や や Na に と み , HoPERMRLw. 前 の 2 つ は 完 品 
質 斑 状 構造 を 呈し , MARA, MA, FIVE, 福 色 角 関 石 は いづ れる その 産 状 と 
光学 的 性 質 は 粗 面 玄武 岩 の も の に 類似 する 。 IXc 型 の も の は 多量 の 石英 捕獲 結 品 を 含み , 
JH RAW KES SL, 所 請 石 英 玄 武 岩 に 酷似 する が , WRT KE, カル クア ル 
カリ 岩 へ の 転移 を 示さ な い 。 石 基 録 物 る 粗 面 玄武 岩 と 同様 で ある 。 AIO OK EAE 
で , 角 隊 石 斑 品 が みとめ られ る 。 鏡 下 で は , MBL UCLRONRA, 角 関 石 , BEDS 
ある 。 こ の 角 関 石 は 長く さ 3mm の 柱状 結晶 で , TAY TRIBE AT Zo. MIR, 
(8=1.690~1.708), 多 色 性 (X=light yellowish brown, Y=Z=brown) その 他 の 
光学 人 的 隆 質 は 志 岐 や 島 後 の アル カリ 岩 中 の ヶ ケル スー ト 角 了 岡 石 に 類似 する の で , ケル スー ト 
ARG tmz lk. BeGKME LO. アル カリ 長石 , クリ スト バル 石 , SHROAMERA, 
FIVEREB L, その 他 磁 鉄鉱 , 黒雲 母 及び 沸 石 が 認め ちら れる 。 KKRBERVBMR SH 
獲 岩 を 含む 。 


4 (¢ 4 i 

見 島 の 火山 岩 の 総 化学 組成 を 第 る 表 に 示し た 。 表 に 見 る 如く , 本 島 の 火山 岩 は 
SiO, 46~622% の 範囲 を し めす 。 酸化 物 と し て 一 般 的 < MgO が 著しく 多い こと が 特 
徴 で ある 。 特 に ビク ライ ト 去 武 岩 は MgO 14.296 に 達し , これ は 現在 環 日 本 海 ア ルカ リ 
岩石 区 の も の と し て 最高 を 示す も の で ある 。 之 に 反し , AlzO。, FeO+Fe2O。 及び TiO, 
は や や 少 い 傾向 を 示し て いる 。 Peacock の アル カリ -- 石 灰 指 数 は 56.5 で あぁ つて, THe 
島 (51.0) 及び 環 日 本 海 ア ルカ リ 岩 石 区 3 (53.1) に 比べ て 笑 か に 高い 値 を し めし てい 
る 。 次 に 本 島 の SiO。-MgO/FeO+FezO。 変化 図 を 第 2 図 に 示 し た 。 比較 の た め , 壱 
MEOT VAVEAKUERUPE - RO RIMM BE aR & CU ty MEME RO IA 
WW OV COM ROA GHRE AR Lito GIRBDDOICIEL, Miaic [MgO の 多量 

示し て いる 。 LEBOKIUBORMABILEAS 72 DIC MgO—FeO+Fe,0,—Na,0+ 
K,0 三角 形 図 に 点 示 し た も の は 第 3 MOMS で ある 。 同 図 に 比較 の た め 壱 岐 島 の アル 
カリ 岩 の 平 均 成 分 変化 曲線 を 示 し た 。 壱 岐 島 の 曲線 は 環 日 本 海 ア ルカ リ 岩 石 区 の アル カ 
リ 火山 岩 の 平均 成分 変化 曲線 (BH)? 及び 日 本 近傍 地域 の アル カリ 岩 の 同 曲 線 (八木 ) の 
と 略 一 致す る が が, 然し な が ら , 本 島 の それ は 上 記 の も の に 比 し て 全体 的 に 下方 に ずれ て 点 


1) J\#K@= : Ki, 3, 2, 63~75, 1959. 
2) 青木 謙一 郎 , 松本 幡 郎 : Gk, 43, 248~253, 1959. 
3) BA =: J. Shanghai, Sci, Inst, Jour, Sect. 2, 227~306, 1935. 


4) 八木 健三 : 前 出 , 1959. 
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第 2 図 見 島 の 火山 岩 類 の SiOghe xf 
する MgO/FeO+FezO。 変化 図 


Mg0 


Fe0+Fe,0,_ 
GF 
a 
| 
LOF 
0.8 F 
06F 
047 
| 
0.25 
| 4 = L a 
95 50 $$ 60 3c0,% 
ee TLAVEX 
O ソレ ア 価 質 同系 
比較 の た め に , EIRBOT VAY -KUS 


類 (A), FEL + PEARED UY ty HG 
Ber (P), RURRRARER (H) 
大 山 岩 類 の 同 変化 図 を 示す 。 


第 3 図 見 島 火 山 岩 額 の 分 化 経 路 


FeO +Fe,0, 


mn, FeO+Fe,O0, cle, MgO ickes 
こと が 示さ れる 。 CHUABODA WW BOR 
HAR? Mg に と み , HOPBKAZENS 
こと に 由来 する 。 

次 に これ ら の 絵 化 学 成分 より 算出 し た フル 
LINE ADE, SiOz 50.3296 以下 の も の は 
いづ れる も SiO。 に 不 飽和 で ある が , それ 以上 
の も の で は ノル ム 石 英 が が 現われ, No.10 と 
No.l1 で は 各々 80:17.59368 に る 達 ず る 。 ご 
れ は 前 述 の 如く , 本 和 島 火 山 岩 は 捕獲 結 品 及び 
捕獲 岩 を 含み , 特に 上 記 の も の の 場合 は 多量 
で あぁ あり, ZO, 多く の フル ム 石 英 が 現 わ 
れ た の で ある 。 

FRA ROUTER ORISA CW SS 
と は 本 島 の 火山 岩 の 一 般 的 特徴 で ある が , 一 
方 それ に も 拘ら ず , BEPICH CT RRR A ISEE 
卓 並び に 石 基 と し て 全く 認め らち ら れず, TVA 
VERCRL, カル クア ルカ リ 震 系 の MBE 
示し で て で いない ee COBRISEREBIC RT, 
WAR (TAD HORAK BA) が 初期 に 
fates & ELC, カル クア ルカ リ BREE 
成 し て いる る 事実 り と 異 
な る 。 こ れ ら の 央 区 分 化 
の 問題 は 極め て 興味 ある 
も の で ある だが, MLB 
接地 域 全 体 の 成因 論 を 一 
括 し て 後日 論述 する 予定 
で ある 。 


la,0 + 4,0 


Mg0 


破線 は 壱岐 島 附近 の アル カ ヵ リ 火山 岩 類 の 分 化 経 路 を 示す 。 


1) 青木 謙一 郎 : ATHY, 1958, 1959. 
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日 高 国 幌 満 川中 流 の 黒雲 母 混成 内 に 伴う 
グズ ニラ イド ペペ ラン イド 化 作 有 用語 * 


Noritization and hyperitization accompanied with 
biotite migmatite, at the mid-stream of Horoman 
river in southern Hidaka metamorphic terrain (I) 


Bw df 42 (Hiroshi Asai) ** 


Abstract : At the contact between hornblende tonalite and its 
xenolith, biotite nortite was formed, while at that of biotite migmatite 
and amphibolite, biotite hyperite was produced. From the careful 
observation in the field and microscope the writer attained the conclusion 
that the norite or hyperite is not originated from gabbroic magma and 
the inclusion is not ascribed to the forerunner of magma, nor to the 
amphibolite. Feature of mechanical movement in norite or hyperite is 
considered to have taken place at the time of formation of biotite 
migmatite or amphibolite. Metamorphic aspect in biotite migmatite is 
a kind of ‘‘metablastesis’’. Dispersion of biotite into matrix, and recrys- 
tallization of biotite into pyroxene or hornblende are the general beha- 
viors in this district. 


1 ¢£ え が き 

日 高 変成 帯 南 部 幌 満 地 区 の 塩基 性 岩 に : Miz SERRE AW PAR, EASE 
母 一 石英 ノー ライ ィ イト, 黒雲 母 ノ フー ライト, 黒雲 母 ハ へ イ パ ラ イト が 履 々 観察 され る 。 こ れ ら 
の 岩石 は , 黒雲 母 混成 岩 の 形 成 と 直接 に 関連 を も つて いる か 或 は 間接 に 黒雲 母 混成 岩 の も 
つ 変 成 作 用 の 影 枚 の あぁ る 部 分 , 或 は 又 地 質 構 造 上 , 黒雲 母 混成 岩 を 形成 する 条件 に ある 部 
分 に それ ぞ れ 上 記 の 岩石 が 存在 する 。 そ の 典型 的 な 例 を 示 し て その 産 状 , HORE BELO 
その 結果 , 一 種 の 交 石 化 作 用 と いわ れる 変 成 作 用 で 上 述 の 岩石 が 形成 され た も の で ある こ 
と を 記述 する 。 い ろ い ろ 御 教え いた だ いた 北海 道 大 学 青 橋 三 男 , 橋本 誠二 両 先 生 , 北海 道 
地下 次 源 調 査 所 斉藤 昌之 氏 , 基 の 他 理 高 変 成 帯 の 研究 者 の 方 々 , Feasts teu Cw 
る 北海 道 大 学 鈴 木 醒 , 石川 俊夫 両 先生 に 衣 心 か ら 御 礼 申 上 げ る 次 第 で ある 。 研究 に 使用 し 
< 一 部 の 経費 は , 文部 省 科 学研 究 費 交付 金 , 開発 庁 , 北海 道 地 下 容 源 調 査 所 , 北海 道 科 学 
研究 費 交 付 金 に よ つ た の で , ここ に 深 其 の 謝意 を 表す る 。 


2 OR SB 
幌 満 川 中 流 の パン ケト チキ サッ プ / 川 流域 に , BBA AmaAi (又は 残 唱 ) BS 
SARE, 黒雲 母 混成 岩 及 び 片 状 の 塩基 性 岩 が 六 に 分 布 する 。 塩基 性 片 状 岩 は シー ト 状 , 
シル 状 に 上 記 の 変成 岩 に は さま り 変 成 岩 と 塩基 性 片 状 岩 が 互 に 似 た 運動 を うけ な が ら 塩 


* 1959 年 , 日 本 地質 学会 年 総会 講演 
+ 北海 道 学芸 大 学 地 学 孝志 
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基 性 片 状 岩 が いろ いろ な 意味 で 強い 運動 を うけ た と 考え られ る 部 分 に 形成 上 られ て いる 。 
本 地域 は 一 般 に N30°~40°W, NE30°~80° の 片 理 が 優勢 で これ に 年 交 し て N60°~ 
80°E, NW30°~50° の 片 理 が あり これ が 組合 わく さ つ て 一 つの 秦 瓦 状 構 造 FS. RIC 
この 構造 に 部 分 的 に NS で 急 角 度 の 片 理 が あり これ ら は 一 般 に 変成 帯 形 成 の 中 期 か ら 末 期 
に 誤 つ て 形成 せら れ た 片 理 で ある 。 初 期 の 片 理 は いずれ る も 前 記 と 似 た 走向 を 有する が 一 
に 傾斜 は 低 角 度 で あぁ る 。 以 上 に 略 述 し た 如き 地質 の 部 分 に 前 に 示し た よう な BEAR 
存在 し て いる 。 


oh Vis K 
COUT ORAL OBR SNS SRR BERND RARE REAR 
ノー ライ ト , REE ANTAL, ARE-BEAMEAME, RRBAMA-ARA 


PRE S LORMRLRE, }— 71H AREGRMEO ADL REEL A 

長石 一 褐色 角 関 石 角 

RE Pi EN A oi ee ae 
黒雲 母 ヘ へ イペ パラ イト の 産 状 


BESNAZADD CAS 
(第 1 El) o 
黒雲 母 一 混成 岩 類 
HIS A CLARE, 
細 粒 , PROBS 
pA ARARNA 
叉 は 信 石 英 一 緑 褐色 
FABIA PR 
#@ N20°~30°E, 
NW30°~45°, 2K Blea 
WIN WX NNE で CD abit, 
OA SS RC 
る 。 黒 雲母 混成 岩 類 
は 極め て 不 均質 で あ 
Zo PRIIBERIE 
KA, 含 曹 青 石 一 黒 
雲母 混成 岩 ) CH 
7p ASE 7 ay bE 


lorkm 


DE I Yan 


WONSNERRE 1 SEGUE (AR) RERRE, 2 eae 
ARES G, ま FASE RY 


SARIS, REAM, 3 RAPE} — 71 
PLM ALE 岩 質 混成 岩 , 4 黒雲 母 一 石英 ノー ライ ト , 黒雲 母 ノ フー ライ 
REEMA Sn 5 RA-BEAN AAR (th), 6 ARG 


hoe AIRUGBLE (MRD), 7 27GB EER AE 
aes 3 片 麻 岩 , 8 黒雲 母 ハ へ イ パラ イト , 上 図 は 平面 図 , 下図 は 断 
<DBAO EARS Bh 面 図 , 索引 図 は 1 パン ケト チキ サッ プ 川 , 2 ペン ケト チキ 
HER SSP b — サッ プ 川 , 3 ARP. 4 RI 


1) 浅井 宏 : 岩 鉄 , 41, 97~106, 1957. 
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ル 岩 質 混 成 岩 と な り , KL ORBHERAEOAMBD FLD COZ. ER COMRMERA 
関 石 一 トー ナル 岩 質 混成 岩 の 一 部 は 部 分 的 に 南北 性 の 強い 片 理 が あり 角 医 石 が 消失 し て 
ミロ ナイ ィ イト 質 の 片 麻 状 黒雲 母 混 成 岩 と な つて いる (第 2 図 の 2) 。 繊維 状 魚 医 石 一 トー ナル 
岩 質 混 成 岩 は , 部 分 的 に 細 粒 な 片 状 一 黒雲 母 一 傾 長 石 一 斜 方 煙 石 岩 等 を 包 有 し , すぐ その 
QB aOR Ali 黒雲 母 一 石英 ノー ライ ト に な り 外 側 に 向 つ て 黒雲 母 ノ ー ラ イィ イト に な つて 
いる (第 2 図 の 2 の E, Fy, Fy, G, 耳 ) 。 黒雲 母 ノ ー ラ イィ イト の 包 有 岩 は , 黒雲 母 の 斑 状 変 
ands Bin Maz FH R-RES_ADHAARGStROCW4(B2NO 204A), 
REE) —-74)} OM MikSoR RES -AAHA-MERAKRANMA で 更 に そ 
の 外側 は 有色 鉄 物 の 多い 繊維 状 角 関 石 一 トー ナル 岩 質 混成 岩 で あぁ る 。 一方, 上述 LRA 
岩 と は 別に 片 状 一 黒雲 母 一 斜 長石 一 淡 緑 褐色 角 隊 石 角 関 岩 等 の 細 粒 岩 を 包 有 し て い Bo 
この 場合 一般に その 包 有 岩 の 周 囲 は , 黒 圭 母 一 石英 ノー ライ ィ イト, 黒雲 母 ノ ー ラ イト で は 
な い (第 2 図 の 2 の B) HA ¢ HER BEE KC RR EEC 2 RE 
通 の 繊維 状 角 阿 石 一 トー ナル 岩 質 混成 岩 と な つて いる 。 以 上 に 述べ た 黒雲 母 混成 岩 類 は 
Li M#BOSRA BEAR AAR AS CIR HEHE HOT BZo 

RSA EMAMe liso CHAK) ONRA—BE ARTA BAS, 
APR C PRL RRC, BKCBARORBLRY-ARAERAR, BUSHER ARIE 
—BREREBRHBKWOTCE TWH 注意 すべ き は , bRBHORES EME CAR 
ABE BREA ¢ OF ic a Maz SRR -RES— ite ANA-ARAH RE 
DH), BARE AS hic Mee HR-BARA PME ALAA KARO BREUER 


第 2 図 混成 岩 の 包 有 岩 の 産 状 


2c M as cM 


1, A 含 草 青 石 一 黒雲 母 混 成 岩 , B 包 有 有 岩 (Hk AERA ARBRE S, HA 
# ASEEBZES) 2, A REARS ( 片 麻 状 に な る こと あり ), B 繊維 状 角 
関 石 一 トー ナル 岩 質 混成 岩 , C+ 包 有 岩 ( 細 粒 な 片 状 一 黒雲 母 一 錠 長 石 一 淡 緑 褐色 角 
PAGPSEE), Co, Di BAB ( 細 粒 な 片 状 一 淡 緑 褐色 角 関 石 一 斜 長石 黒雲 母 岩 ) 
D。 ASE (MR RA EAR Bas), E Beir eek BEA ie 
AERA ROME, Fi BEE—-e#)-74), Fy, BBR -74), Ga 
AE (MRA RR-BEESRAA THEA), Habe (MR R-BES— 
SHRASRBE), 3, Di GAA (MRR AR A-ARARZES. 
D。 B64 (MRR ARARER A), いずれ る も 平面 図 。 
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に 多量 に な つて 遂に 混成 央 の な か に 淡 緑 褐色 角 了 関 右 が で き て BCAA BA 
石 角 関 岩 の 細 粒 相 の パッチ を も OM 粒 な 含 石英 一 黒雲 母 一 緑 褐色 角 関 石 一 斜 長石 片 麻 岩 
LOC LBOSREA-BOAMBANEL 接 す 4. LOR AMBOAM alias 
EBAMELRS. CHK -BES-MEEAMA -ARAHRELRES & を も つた 優 
白質 脈 状 岩 , 叉 は 優 白質 プー ル 状 岩石 に 宮 ん で いる 。 こ の よう みな 優 和 白質 脈 状 岩 , プー ル 状 
岩石 は 餅 長 石 片 麻 岩 が 形成 され た と き に 形成 せら れ た も の で ある 。 

黒雲 母 混成 岩 類 の 下 盤 に は 巾 30m 内 外 に わた つて , BEE -SRA-BEANEAN 
BL OMICRER N71 PS CX COZ LOBE MEHR ADH -ARE 
BREED Ny FRICAR SANTOS. CIOMADHHIZEN Cl CME CHSO 
BEEN TNF 4 POSS PRLEMOM 粒 の RE-ARA-BEANAAN eS CH 
iC PARI OCHHOSRA-BEANEENA, 緑 褐色 角 尊 石 一 斜 長石 片 麻 ak UA 
長石 変 品 一 黒雲 母 片 麻 岩 が この 涙 序 で 配列 し て いて , いずれ も NI10°E, NW15° ; N38° 
E, NW32° 等 を 示し , 低 角度 で 線 構 造 は NN Mit NNE に お と し て いる 9 Biz N42° 
W, NE28° 等 の 片 理 が 斜 長石 変 唱 一 黒雲 母 片 麻 岩 に 観察 され る 。 
PLEIN 72 HERD 6 PARE on ¢ HLA SE KR-REEAPRANRE RES—BR 
ノー タラ イト, BEB) -74), BBR N74 EBD CELMOLEO BHO LO 
ち を 重ね た 如く な つて いて , ノー ライ ト , ハイ パラ イト は 黒雲 母 混成 岩 等 に 関連 し て 形成 
せら れ て お り , 特に ノー ライ ト は 混成 岩 類 の 形成 期 に た , 特異 な 細 粒 の 片 状 包 有 岩 を 包 有 し 
て 形成 され , ハイ パラ イト は 混成 央 の 下 盤 に 矢 張 り 特 異な 細 尊 包 有 岩 を 包 有 し て 形成 され 
TWH し か UCL OMA AA IL, EEMAMO LPT BOSRA-BEARNAAN aS 
の も の の 包 有 され た も の で な いこ と は 注目 せら れる 。 


lm 


4. #2 =i 


Clic hi: SOR BSAA Re BBE—-GRI-74)}, 黒雲 母 ノ ー ラ 
4 >, FASEB {N74 PD OVEREL ONE BRNCRT Ze BAOMERKL & 併記 し て 検 
A Ge 24) De 

[I BEPEKBROCOMICEDS J =34 b BUUICMMAA 

l. 含 曹 青 石 一 黒土 母 混成 沸 (第 1 図 , 第 2 図 1A) この 岩石 は , REMERSOTHR 
側 に 位置 する 。 粗 粒 な グラ ノブ ラス テッ ク 構 造 を 示し , MRA (36.4%), 石英 (27.69), 
FAZER: (26.82%) , 磁 硫 鉄 鉄 , フェ ライ ィ イト (5.8%), BG (2.7%), 無色 雲母 , ジル コン , 
PE Aa (0.796) より 成る 。 曹 青 石 は 眼球 状 構造 を 示し て いる 部 分 で 黒雲 母 密 集 塊 の 多い 
部 分 に で き て いる 。 眼 球状 構造 の 部 分 は 和 倖 長 石 の 斑 状 残 品 と その 問 を 埋め る MM MAA 
Aye FASEB, 石英 か ら で き て いる 。 

ABA : ROR RIMMER AIL Anyg, Ang, Atgg, An。。 を 示す 。 内 部 に 細 粒 黒雲 坪 
及び フェ ライ ト , 磁 硫 鉄 鉄 を 包 有 する 。 HROMRAI Ang, An2a, An,;, An。,, 
Ang を 示し また Anse 内外 の 基 性 の 斜 長 石 が 認め られ る 。 石英 : wsndsPeape 
状 残 品 の 問 を 埋め て 部 分 的 に 石英 の み が 密 集 し て いる 。 黒雲 母 : 斑 状 残 品 貸 長石 の 内 部 
に 粒状 化 さ れ て 包ま れ て いる る も の (前 期 黒 雲母 ) と 斜 長石 の 外側 を と り ま いて いる る の 
(QSAR) SH So XR Vs, Y=Z… 神 色 , Y…1.642~1:647。 磁 硫 鉄 鉄 , フェ ラ 
イト : 円 柱状 叉 は 微 紛 状 に な つて 散 点 する 。 HA : POMECEHBOREOLA 
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た 黒雲 母 を と りか こん で いる 。 曹 青 石 に 接する 黒雲 母 叉 は と りか こま れ た も の は , 多 色 性 
OSGVVRZERE (X… 淡 黄色 , マヤ = る Z… 淡 黄 福 色 , Y…1.618~1.620) と な り , 一 部 は 無色 圭 
(Xx… 無 色 , Y=Z… わ ず か に 淡 黄 福 色 , Y…1.610~1.612) と な つて いる 。 HHA 
(—)2V---69°, 82° @a@---1.552, ¥--1.566 で ぶる 。 ジル コン , BRA: : ジル コン は 裸 
出し て いる も の , BER LRRD SZYLOBDAS. BKB BAO ¢ CBR 
れる 。 

2. MHNGARE-GASSAE. MHENRASSSS (第 2 図 1 の B) いずれ る も 
含 草 青 石 一 黒雲 母 混 成 岩 中 に 数 mm か ら 0.3mm AHAOAWS CHRP RADE 
埋め て いる 。 前 者 は , 0.1mm 内 外 の 比較 的 に 大 上 品 の 黒雲 母 の 多い 九 集 塊 で 部 分 的 に 黒 圭 
母 に 密接 に 伴わ れ て 磁 硫 鉄鉱 フェ ライ ィ イト が 観察 され る 。 又 細 粒 の 石英 , 付 長 石 が これ に 
加わ つて いる 。 MARAE Ang, 内 外 で 黒雲 母 は X- Ye, Y=Z. ae, Y…1.642 
~1.647, 後者 は 僅 長 石 , ZEEO 0.03mm 内 外 の 小形 の 密集 塊 で , BERRY T= 
WADE & OT So SRAIK Angy~Ang, を 示す が ANgy 内 外 の 塩基 性 の も の が 
あぁ る 。 黒 雲母 は >… 淡 黄色 , YSZ ee, Y…1.634 を 示 し 黒雲 母 の 消 散 に ょ つて 磁 
PRR, TOEFL bPREDLCVDTHZo 

3. BERBERS MEAT IIT IAF yo TRESERT. MOM Lot, MELA 
長石 斑 状 残 品 を つく つて いる 。 MRA (48.1%), 石英 (27.1%), BEER (18.496), Be 
C6:4906) 0 で ER 

Ae : 粗 炒 な 斜 長石 は , Ang, Ans, Ansg, Anz, を 示し 細 粒 な 斜 長 石 は , An。。, 
An2s5, ANgg, ANgy~ANg;s) を 示す 。 一 般 に 余 長 石 は 不 均質 と な つて いる 。 和 粒状 化 し た 黒 
雲母 を 包み こん で いる 。 BK: ARAOM TITS BES: 斜 長石 に 包 有 され た 
前 期 黒雲 母 と 僚 長 石 の 問 を と り ま く 後 期 黒 雲母 が ある 。 い ずれ る 消 散 し て 磁 硫 鉄鉱 , フェ 
ライ ト を 形成 する 傾向 が ある 。 交 … 淡 黄色 , YHZ- eats, Y…1.635~1.647 を 示す 。 
PERG, 7274) : 黒雲 母 の 消 散 叉 は 再 結 品 と 密接 な 関連 を も つて いる 。 

4. 繊維 状 角 関 石 一 トー ナル 載 質 混成 湯 MART IIT FIAT o THEE ERT AZVO 
と 自 形 斜 長 石 が 優勢 に な り , 六 通 の ノー ライ ト に 見 られ る 如く b 軸 を 含む か 叉 は これ に 近 
い 面 で 斜 長石 が 切断 され 薄 片 下 で 長 辺 と 短 辺 の 比 が 小さ く な る 傾向 が あり 特異 な ノー ラ 
イト 構造 を つく つて いる 。 双 この よう な ずん ぐり し た 鈴 長 石 に も 粗 炒 部 と 細 粒 叉 は 中 灯 
部 に 区 別 せ られ る 。 

SEA : Ans, Ang, ANgg, Ang, ART. BEE, 磁 硫 鉄 鉄 , フェ 7 4 > OPK 
品 を 包 有 する 。 部 分 的 に 術 長 石 の 汚 葛 し た 部 分 が 新鮮 化す る と 共に この 斜 長石 は 塩基 性 
と な りこ の 部 分 の 微 品 の 不詳 讐 物 は 立 状 化す る 。 又 終 長 石 の b 軸 を ふく む 面 又 は それ に 
近い 面 で 割れ て 和 倖 長石 の 長 辺 と 短 辺 の 比 が 少く な り 短 いた ん ざく 状 の 形 を 示し TW Bo 
繊維 状 角 関 石 : 黒雲 母 の 粒状 化し た も の を 包み こん で いる 。 双 部 分 的 に 黒雲 母 の 消 散 
し た 際 に 残し た 磁 硫 鉄鉱 72 74 } ERHERAREOAMICARL CWS. MERE 
BBC ¥ CWA BANE, FARRIS BER DO CHEL TORI LERL TWOHBo XN YS 
色 ~ 淡 緑黄色 , YER EUR, 2 PRS LIS RE CRE US 周 EL ie 
Ge (LV 270% (72%) ve NZ 18°. 175014"), n, 1.666, 黒雲 母 : FRAGA 
BGI MARV HO MMORAE FURL CV Bo 部 分 的 に 粒状 化し 鱗片 状 黒 圭 母 に 再 結 品 する 。 
この 際 磁 硫 鉄 鉄 , フェ ライ ト を 残す 。 交 … 黄 色 , Y=Z A 福 色 , 7…1.640~1.647。 G 


UL 
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英 : ALOGMORAT IETS. MRE, Yay : 前 者 は 比較 的 に 大 形 で 斜 長石 , 
繊維 状 角 関 石 と 密接 な 関連 を も つて いる 。 磁 硫 鉄 鉄 , フェ ライ ト : いずれ る も 鱗片 状 で 黒 
雲母 の 消 散 に よ ょ つて 形成 され る 。 

5. BK BEA -SRA-KSRBCABAAME 淡 緑 褐色 角 関 石 (42.0%), Ak 
A (34.096), BER (17.396), フェ ライ ト (6.796) より 成る (第 2 図 の 2 の G)o 

6. BROKBBEBHA-SRABESIS BA (41.4%), BRA (30.1%), 
USAR ES FGBUG (25.0%), フェ ライ ト (3.3%), 石英 。 ゆ うれ ん 石 (0.296) より 成る (第 
2 図 の 2 の 6 の DP 第 る 図 の 3 の OD 

7. RR -MRABERR 黒雲 母 , ARE BK フェライト より 成り 不 均質 で あ 
る (第 2 図 の 2 の Dz, 第 2 図 の 3 の D2)。 

5, 6, 7 は いずれ る も 4 の 繊維 状 角 阿 石 一 トー ナル 岩 質 混成 岩 の 包 有 岩 で , 5 は 比較 的 に 
大 形 の 包 有 有 岩 の 内 核 部 で , 6 は その 周辺 部 の 岩 右 か 又は 比較 的 小形 の 包 有 岩 の 内 核 で 7 
は 6 の 周辺 部 か 叉 は 小片 状 包 有 岩 の 岩 質 を 示し て いる 。 

USE ABS : 5 で は X BORE, ママ … 淡 緑色 , Z-RO, (—)2V---65°, 
72°, CAZ---17°, 19°, ny:-:1.657, 6 GX LAID BOOMNC, KRY: YR, Z- YE 
Be, cAZ--18°, DOORBAMBE NAD AMC SAL EBDS. MART = 74 } 
微 晶 の 黒雲 母 粒 状 体 を 包み こむ 。 こ の よう な 鱗片 状 フ ェ ラ イト は 黒雲 母 の 消 散 の 際 に 人 残 
し た も の で ある 。 フェラ イト の 配列 は むし ろ 角 阿 石 の 形 に 関係 は 少く むし ろ 黒 雲母 の 消 
散 し た 形 を し めし て いる 。 こ の ょ うな 現象 に つい て は 屋 々 詳 述 し た リ 。 淡 緑 褐色 角 関 石 の 
存在 し て いる 部 分 に 黒雲 坪 が 存在 し て いた こと は 明瞭 で ある 。 AHA : 5 で は Anges, 
Any; An4s を 示す 。 6 で は Angs, ANgg, Any, 等 が あり , M Ange が 内 核 で 外 核 に 
Ans, を 示す も の が ある 。 7 で は Arss, Age Angs, Angs, と な つて いる 。 い ずれ る も 
いち じ る し さく 汚 染 し , 新鮮 化し た も の が 比較 的 痢 基 性 の 斜 長石 に な つて いる 。 こ の 際 内 
部 の 不詳 な 細 粒 鉄 物 が 粒状 化し , 叉 包 有 され て いる フェ ライ ト が 鱗片 状 に な つて いる 。 比 
較 的 に 酸性 の 餅 長 石 は 包 有 4 物 が 少 い 。 黒 雲母 : 淡 緑 福 色 角 関 石 , 斜 長 石 に 包 有 され て 
いる る もの, 他 の 人 造 岩 鉱 物 に 包囲 され ず に 自 形 を 示し て 再 結 品 し た も の , WRT Zid 
つて , フェ ライ ト を 残し て いる も の が あり , 再 結 品 し て 自 形 を 示す も の は さき に 消 散 し て 
残し た フェ ライ ト を 包み こん で いる 。 交 … 淡 黄色 Y= ZZ… 淡 福 色 , 7--1.662~1.630 % 
淡 緑 福 色 角 図 石 の 部 で 述べ た 如く 黒雲 母 が 消 散 し て 和 斜 長石 に 包囲 され 淡 緑 福 色 角 BIC 
変化 する 。 こ の こと は 淡 緑 褐色 角 了 石 の 内 部 に 更に 黒雲 母 が 灯 状 化し て 残っ つっ て いる こと 
か ら 判 断 さ れる 。 淡 緑 福 色 角 関 石 を 黒 圭 母 化す る 現象 は 見 らち ない 。 石英 , BRS : 前 
者 は 6, 7 に , 後者 は 7 に 観察 され る 。 ML YHOEERMMOMERLET Z. 7 ORR 
Atk, 黒雲 坪 の 消 散 する 際 の 斜 長 石 の 汚染 及び 爾 後 の 斜 長石 の 新鮮 化 に 関連 し て 形成 さ 
れ て いる 。 フェ ライ ト : いずれ る も 鱗片 状 で 黒雲 母 の 刷 開 の 形 を 残し て 形成 され , BEE 
の 消 蔽 の 際 に 残し た も の で ある 。 比較 的 に フェ ライ ト の 多い こと は 黒雲 往 の 消 HOW 
が つた こと を 示 で いる る 


1) West ZH: 地質 , 62, 177~188, 1956, ; 489%, 40, 93~103, 1956,; , 41, 
246~253, 1957; 同 , 42, 53~64, 1958; 同 , 42, 215~227, 1958: 同 , 43, 26 
~35, 1959; 同 , 43, 73~84, 1959. 
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DRAM ES aR eOURK kU BBEOBELERBESKVY7eNVAROH 
AOR RK-SRAA Ra 0, ARROW RRONBOARE CiLERN BEI 
BLL ZW CHEMO AR CO DALRREL CHERRY 7 = VAROR REBEL 
THEOTHSIDEBRASNS. GBHBDAR CL BERMOBILDOBABU 4S じ る 
Li ae BOMB NED ARAL ET SAME bP VERE RR BOR 
SERED LERRAVIC RE 73 RFS U TH ZH OCH So 

8. HHZEER-BES-HABARMHRARANSE この 岩石 は 混成 岩 類 の 一 
部 に 形成 され て いる 。 特 に 包 有 岩 で あぁ る 細 灯 な 片 状 一 黒雲 母 一 斜 長石 鋼 方 煙 石 岩 等 ( 後 
述 ) の すぐ 周り に ある ノー ライ ト の 外側 に で き て いる 岩石 で ある (第 2 図 の 2 の EE)。 本 
岩石 の 周り は 4 の 岩石 の 繊維 状 角 阿 石 一 トー ナル 岩 質 混成 岸 と な つて いる 。 4 に 近い 
HB CIHR (48.3%), RHEE, BIG, (30.49%), AR (pat 
伴う , 10.296), RSE (8.496), 石英 (2.496), BEEBE, 72 77 0.39%) で ノー 
ライ ト に 近接 する と 稚 長 石 (62.9%) , MHRA, O5nAA (11.0%), HARA 
(9.526), RE (9.1%), 石英 (4.3%), フェ ライ ト (3.296) と な り 前 者 より る も 優 白質 
で 磁 硫 鉄 鉄 が 見 られ な く な る 。 SRAD b HES COMIN CHEAT 
され , ずん ぐり し た 自 形 余 長 石 を 示す も の が 多く な り 所 調 ノー ライ ト に 近い 構造 を 示す よ 
TSL 

SRA : 粗 粒 , 中 立 で 所 調 自 形状 の 長 辺 と 短 辺 の 比 が 小さ く , ずん ぐり し た た ん ざく 
状 の 形 を 示す も の が 多く な る 。 細 長い た ん ざく 状 の 斜 長 石 が 斜 長 石 の b Ht S.¢ CHL 
は これ に 近い 面 で 切断 され この よう な 形 を 示す 。 こ の 断 され た 面 に は 更に 複雑 な 小曲 
面 が 観察 され る 。 岩 石 の 形成 期 た 小平 面 状 の 形 と し て 示さ れる 凛 断 運動 が あぁ あつ た こと を 
示し て いる 。 Angs, Anges, Ansg, Any; Ang, を 示す 。 MRMEL CERNE ROA 
長石 を 形成 する よう に な る 。 フェ ライ ト , 黒雲 母 等 の 粒状 化し た 細 片 を 包み こん で いる 。 
繊維 状 角 図 石 : いずれ る ゃ 大 形 の 織 維 状 角 図 石 が 密集 し て 一 つの 塊 を つく つて いる 。 内 
部 に 黒雲 母 の 残 品 を もつ て いる 。 又 黒 雲母 の 消 散 し た 際 に 残し た フェ ライ ト を 包み こん 
で いる 。 MAA AWE SHS 0 ERT A SILA DME OARNC H こ の 周辺 部 
DAHER BRIE A Bil DER ORT 2 7 4b RARER ARAL CWS LECH SO 
ZO ® LIsSHERAMAOUR LADMRAOBML MW Th d BEEOW 散 を FHL L 
CEN EN AEIZIS UTM ENR IDELBALNSo MAMAUAIL L て AHEIRAS BY 
BOG Sr SRARILEBRVO CLE BR YR, マ … や や に ご つた 黄色 , ZAR 
Swe, (+)2V…78°, 70°, cAZ---16°, np…1.666。 以 上 の 事 か らち 始め に 黒雲 母 が 
FRE Cr CAAT ZNO CHA ATER Sk CPs OR BRE DIA BLL 
CHHER EPI Ce CKMANKRDDEBASLNSo MAG >» AS ULHILOMMER 
FARID HBS CX CWHAMMIICEETSZYODOHS. KR Y, ZHAI RA 
で ほとん ど 多 色 性 が な い 。(-)2V…55°, 62°, n。…1.710~1.693, 前 述 の 如く フェ ライ 
ト , 黒雲 母 を その 中 に 残し て いる 。 黒 雲母 の 散 散 し て 形成 され た も の で ある 。 黒 雲母 : 
自 形 の 夷 状 変 品 で ある が 部 分 的 に 黒 圭 母 が 粒状 化し て 再 結 品 す る か 又は フェ ライ ト を 残 
し て 消 散 する oX WR, YSZ AR, >…1.630~1.642。 石英 … 他 の Kh 物 の 間 を 
FUT AZ. WINAA: 比較 的 大 品 で 散 点 する 。 磁 硫 鉄 鉄 , フェ ライ ト : Wn die 
片 状 を 示す 。 
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白石 産 石英 安 山 冊 質 混成 洪 中 の 和 斜 長 石 斑 晶 の 
豆 帯 構造 と その 成因 に つい て * 


Zonal structures of the porphyritic plagioclases in 
the dacitic contaminated rocks from Shiroishi, 
with special reference to their origin 


CROde 


Abstract: The zonal structures of porphyritic plagioclases in 
the dacitic rocks from Shiroishi, Miyagi Prefecture, can be divided ac- 
cording to the ranges in size into the three types as follows : 

(1) 0.5-4.0 mm in size ; they are made of anorthite core and mantle 
of intermediate composition, the later forming even oscillatory zoning, 

(2) 0.5mm + insize ; they have an even oscillatory type of zoning as 
a whole, ranging from An,, to An,, in composition, : 

(3) microphenocryst ; they have the simplest zoning, for example, 
ANDgg~aa, ATy2~54, AN55~a4, etc. 

The first type is most interesting from genetic point of view. From 
its volumetric relation and the character of zoning, the crystallizing stage 
of the mantle of this type is inferred to correspond to that of the second 
type. The author believes that the anorthite core should have crystallized 
out from the basaltic magma, which changed its composition to dacitic 
as a result of contamination of granitic materials in the country rocks, and 
that this process have resulted in abrupt change of composition in the 
mantle of the larger phenocrysts. 

The zonal structures of second and third types can be simply explain- 
ed as the result of the fractional crystallization in the contaminated dacitic 
magmas. 

Some geological and petrological significance of these zoned plagioclases 
is discussed in detail. 
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BRA AO RIL RRR UBHOREMENT SZ. CORBI BRE pice 
性 岩 体 と し て 産 す る は か , ABtHRT ZPARRKEDMMLL CORI Zo. BEAM 


OBR GAEL CHT SOU, 断続 的 に で は ある が , NNE 方 向 に 7km に わた つて # 
長く 分 布 し て いる (第 1 図 )。 と くに , 白石 市 の 北 々 東 約 5km の と ころ に ある 東北 本 線 


* 日 本 地質 学会 東北 支部 総会 (1959, 10, 3) に て 講演 。 
8 東北 大 学 教養 部 地学 教 密 
1) ARH Bt] : 地質 雑 , 62, 387~395, 1955. 
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DPYANAHC HEL BHL Two 

BAL DDACrOBEKWAD RA Ri LEE SOTWHRREC, この 岩石 が 普 
TIORWAPABZAUE Lisa VROMAEYVOCWOSZLILEKIERL, これ が , ER 
岩 質 物質 に よる 混成 作用 (contamination) の 結果 形成 され た , 一 種 の 混成 岩 で は な い 
か と 考え た 。 そこで , 主として 頸 徴 鏡 的 に くわ し く 検 討 し た と ころ , EC UARARERD 
累 帯 構造 に 関し て , その よう な 作用 を 物語 る 結果 が えら れ た の で , ここ に 報告 し , 合せ て 
今後 の 問題 を 指摘 し て 御 批 判 を えた いと 思う 。 

この 研究 に 当 つ て 八木 教授 の 適切 な 御 指導 を うけ た 。 東京 教育 大 SO 藤田 至 則 氏 か ら 
は 薄 片 資料 の 一 部 を 貸し て いた だ いた 。 こ こ に 両氏 に 対し て 深く 感謝 する 。 ま た , LOB 
究 に 要 し た 費用 の 一 部 は , 文部 省 科 学研 究 費 に よる も の で ある こと を 付記 する 。 


2m 石 の 性 B 


CORBA, 肉 有 眼 的 に は 灰 黒 色 で , 構成 鉄 物 が は つき り 識 別 さ れ , 一 見 普通 の 安山岩 の 
よう な 外観 を 示し て いる 。 新鮮 な も の も ある が , KBDOG ERMA 2 次 的 に 緑 泥 石 や 方 
- 解 石 に 変質 し て いる も の が 多い (G4 2), APNEA IRCRT. つぎ い に , 
各 構 成 鉄 物 に つい て さら に くわ し く の べ ょ よう 。 

まず , 累 帯 構造 の いち じ る し くさく 発達 し た 斜 長 石 の 大 き な 斑 品 が , か な り 多 量 に 含ま れ て 
いる の が 目立つ が , これ に つい て は あら た め て の べ る 。 

BRI, BERKDYVODD 3.5mm に 達する も の まで あり , 種々 の 特異 MA? 


92 BAK DSR A 
Bl 構成 鉄 物 の 顕微 鏡 的 性 質 
A NN ee 
BE an Ai 基 (59.896) 

a 32.59%. 0.2~4.0mm, 正 形 半身 形 An35~98, 
% | 1.0%, 0.2.3.5mm, re ee RARER o 

MEIBEAT, 小さ いも の は ほぼ 円 形 で , 石 基 石英 の コ | + 
英 | ロナ を 有 す , ガラ ス の 鹿 状 包 有 物 が 多い 。 
Z| 4.69%, 0.2~9.5mm, SREY, 2V(—) 一 55*~ 
ye | 58° (平均 57°), XX 三 淡 赤 福 色 , Z' 三 淡 緑色 , «=1.702 | SR BER 
ye (rin) = 722 Te oae Ena PS436 
ween | #, 0.2~1.5mm, 長 柱 状 自 形 ~ 半 自 形 , 均質 で 
通 石 | 2V(+)=54°, cAZ=44°, 
2 1.29%, 0.2 へ 3.0mm, 長 柱 状 自 形 ~ 半 自 形 , 一 般 に 
名 オ パ サ イト 縁 を 有 有 す , 2V(—) =56°~76°, cAZ=14° 

~18°, X’ =k, Z/ =P, a—1.653 (min) 
PA | y=1.676(max.) 。 
Fi | #%, 8.0mm, eT Eo oe 
= |S, 2V(—-)= (001) に 平行 な 薄 片 で 締 模 
母 | REAL, HOLMER 2. 
SE ; Re S 
の | RiaRAK (1.196 wid ei High oa 


— 


RPDOADPRLK 1 yb OY YI — CHL RAR) 


示す (第 2 図 )。 NS REEL (, 石 基 石英 の コロ ナ に お お われ て い 2K 
き な 斑 品 は , 大 きく な る ほど 形 が 覆 雑 で , 方 解 石 や 緑 泥 石 の 細 脈 に 綱 か れ て いる こと が 多 
Wo また, 大 き な 夷 上 品 に は ガラ ス の 微細 な 包 有 物 が 含ま れ て いる 。 

有色 鉄 物 と し て は , SRR - 3% 
通 角 関 石 ・ 普 通 輝 石 ・ 黒 雲母 お よび 
oc oo 2D 4 b SRE 
tM EMERALD CHS 
SRI Glib hb L CRD ERS 


{> A, REAR, 周縁 部 や 割 目 
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a) BRR NEAR db) ERO MSR  c) *e-APeLHRRe st 
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hy; Sei bb; MiG pl; Ae = qtz; BIE bi; Me 
RE mg; Repkeek gr; 石 基 
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に 沿っ て 淡 緑 色 の 緑 泥 石 に 変質 し て いる こと が 多い 。 一般に 均質 で , その 組成 は 第 1 Ric 
示す と お りか な り 鉄 に 宮 ん で いる 。 

WAPAPI Als EAS UAE E RL, AMDT NT REAL, まれ に 完全 に 磁 
peeks Bi X CWS LEMBDSo Et, 部 分 的 に 緑 泥 石 に 変質 し て いる こと ゃ も 多い 。 

普通 輝石 は 少量 で , 半 自 形 な いし 柄 僕 形 を 示す 。 均 質 で 反応 線 も ない が , 部 分 的 に 緑 泥 
石 に 変質 し て いる も の が 多い 。 

黒雲 母 は きわ め て まれ に 存在 し , 出入 に 富む 乙 触 形 の 周囲 が 厚い 反応 緑 に お お われ て い 
る (第 3 図 , 第 4 図 (b)) 。 黒 圭 母 自身 は 新鮮 で , も と の 性 質 を 保つ て いる が , 反応 縁 と 
し て , REGRGK - SRG - AH; SOME REA: UF VRB LUA 
な ど が 形成 され て いる そる 。 こ れ ら の 鉱物 は 大 体 CDBLIBML, RON ILEANA & 
BRK ZONNOFIARA, 緑 泥 石 お よび ウラ ル 石 , そし て 最 内 部 の 帯 は 多量 の 磁 鉄 
鉄 な どか ら な り , これ が 黒雲 母 に 直接 付着 し て いる 。 こ れ ら の 反応 生成 鉄 物 の うち , 普通 
FARA - RI AR COMMA, それ ぞ れ 斑 品 と し て 存在 する も の の それ と 同じ 
で ある 。 以上 の こと か ら 考 えて , この 黒雲 母 は 明らか に 捕獲 結晶 で ある 。 

石 基 は 無色 , 理 長 質 で , ほ ば 円 形 の 石英 と 曹長 石 と が 微細 な 蜂の巣 状 構造 を 形成 し , そ 
OIE AREA RIEL TU So Ett, PRD AD RROD BeraD Ed, か な り 多 量 
の 塵 状 の 物質 と , 数 珠 状 の 結 品 用 と が 存在 する 。 磁 鉄 鉄 は 少な い が , Hike teyvvaye 
が 比較 的 多い こと は 1 つの 特徴 で ある 。 

この 岩石 に は , 捕獲 岩 と し て , 花 賠 岩 質 お よび 去 武 岩 質 岩石 の 直径 数 cm の 球体 が , 
きわ め て まれ に 含ま れ て いる 。 前 者 は 変質 し て も ろく な つて いる た め , BP CHB 
か つた が , 後者 の 去 武 岩 質 皇 獲 岩 (第 4 図 (c)) は 倖 長 石 の み の 斑 唱 と 完 品 質 の 石 基 と を 
有 し , 石 基 の 有人 色 鉱 物 は 完全 に 緑 泥 石 と 方 解 石 と に 変質 し て いる 。 ま た , 2 次 的 に 形成 さ 
れ た と 思わ れる 緑 褐色 の 普通 角 隊 石 が か な り 存 在 す る が , これ は 母 岩 中 の も の と 同一 種 で , 
長 柱状 ある い は 模 状 を 示し , オ パ サ イト 縁 を 有 し て いる 。 こ の 去 武 岩 質 捕獲 岩 は , あぁ と で 
も の べ る よう に , MBH LBxAELN-SZ. 
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前 に も の べた よう に , ASABE AAC US HA CARD Eble Bets Oe HE EDS よく 発達 す 
る 。 斑 品 の 大 き さ は 徴 斑 品 大 の も の か ら 4mm に 及ぶ も の まで あえ そ 。 ここ で 興味 の あぁ る 
こと は , KE SILO CRD MSHA, 3 つっ に 大 絢 さ れる 点 で ある 。 こ の 点 に つ 
We KIL KOS Do 

(a) 0.5~4.0mm DAMPED MME PARE RT (第 4 図 (d), (e), (1) 
(第 5 図 (a), (b), (C))*o すなわち , Ange og て い ど の 灰 長石 ある い は それ に 近い 組成 の 
も の が 核 を 構成 し その 周囲 を Anss_ss て い ど の 外 奏 が と り ま き , これ が 律動 型 (oscil- 
latory type) の 昧 帯 構造 を 形成 し て いる 。 さ ら に 最 外 帝 に は , 一 般 に , 直ぐ 内 側 に くら 
べ て より 石灰 質 な Ansgor の 薄 層 が 付着 し , これ が 全体 を 包ん で いる 。 この よう に , KX 


i HELA EER SA ARLE She} WARTS OEENS BW BY 光 角 変化 曲線 を 以 て 代表 さ 
せ , 組成 の 差 の 大 きい 2 つま た は 3 WHE AGL A CEOMME REL Heo 組成 を 測 
定 す る た め に は , (010) に 直角 な 唱 帯 上 の 最大 消 光 角 に よる 方 法 (加納 , 1955) と , 
(010) の 光 軸 面 へ の ステ レオ 投影 図 に よる 方 法 ( 宇 留 野 , 1958) LEH MLZ. 
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最も 石灰 質 な 内 核 は , 容積 に お いて 全体 の 20~35% を 占め て いる 。 最初 は ほな は 均質 
で あぁ つた と 考え られ る が , 2 次 的 変質 の 結果 , 虫 喰 状 に Ab 成分 に 富む 部 分 が 生成 し, 
ある い は 部 分 的 に 緑 泥 石 に 秦 つ て いる 。 ま た , 内 核 に 限っ て , 多量 の 微細 な 鹿 状 包 有 物 を 
含ん で いる こと も 1 つの 特徴 で ある 。 虫 喰 状 に 変質 し た 部 分 の 和 斜 長 石 の 組成 は , 一 般 に , 
律動 措 の 昧 菅 構造 を な す 外 論 部 の 平均 組成 に 近い 。 さ ら に , 内 核 の 輪郭 は 刃 味 を 帯び て は 
いる が ほぼ ば 自 形 で , 全体 の 外形 に 対 店 し て いる 。 

内 核 の 外縁 部 に は , 一 般 に , 組成 が 内 側 か ら 連 続 的 に ょ より ソー ダ 質 に 変っ て いる 臣 が 存 
在 し , 組成 変化 図表 で は これ が 階段 状 (ステ ッ プ ) に な つて いる (第 5 図 中 の s 部 )。 


第 5 図 和 斜 長石 大 型 秩 唱 の 累 帯 構造 と 組成 変化 図 


ab; 2 次 的 に Ab に 富 化 し た 部 分 c; 融 人 触 の いち じ る し いと ころ 
Si 

MeL Cth, アル ペ バイト 式 を と カー ルス バッ ド 式 池 最 も 多 る で アル バイ ト ・ カ ー ル スパ 
ッ ド 式 , マリ クリ ン 式 お よび その 他 が これ に 次 いで いる 。 ま た , MORAL RSL 
AR: HE: RE U CH CH SZ. 

(b) 0.5mm AAD pMeEHs MIC ABE, 包 有 4 物 を ほとん ど 含 まず , か つ 
新鮮 で ある 。 指 帯 構造 は よく 発達 し て いる が , 大 型 斑 品 と は 全く ち が つ て , (ABO hw 
律動 型 (even-oscillatory type) を 示し , その 組成 範囲 る より 狭く , AMmgo-—5 で ある 。 
この よう な 累 帯 構造 は , BEKUBS 4 1LRKAOT POM RAREIC LIZ LIEB nN 
る も の で ぁ る 2 

(c) 0.2mm FiBO/) Bz weemals, 一 般 に (010) に 選 平 な 短冊 状 を 示し , 組成 
範囲 の 最も 狭い 単純 な 累 帯 構造 を 有 す 。 た と えば , An4gs-so. ANgg-aa. ADgo-54. ANss-a4 


1) 本間 不 二 男 : 地球 , 24, 243~265, 1935, 地質 雑 , 42, 796~814, 1935, 
or, 15, 8~25, 1936, 地質 雑 , 44, 494~498, 1937. 
2) K6zu S. and Watanabe S. : Imp. Acad. Proc., 8, 379~382, 1932. 
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Ope, 平均 組成 は 約 Ans CHF 

この 他 に , AYRES cA ON SERBRAAODE POMRAMMEO Biz fald, 以 
上 の も の と は 全く 異 り , OXY LM (reverse type) を 示す (7M (a)> (b))o 
すなわち , POMC SUS! L MARSH Ang. CARRS, Cne Be 
状 の 包 有 有 物 に 富ん だ Ang, OMBRE DRS, さら に 最 外 殻 に は , BECAME tBD 
ソー ダ 質 の 薄 層 が 付着 し て , 全体 を 包ん で いる 。 

先 に の べた 大 型 な いし 中 型 班 品 では, 石灰 質 か ら ソ ー ダ 質 へ の 組成 変化 は 一 般 に 連続 的 
CHEM, 逆 に , ソー ダ 質 の 帯 か ら 石 灰 質 の 帯 に 急変 する と ころ で は , MOSHER (cor- 
rosion) 現象 が 見 られ る 点 に 注目 すべ き で ある 。 こ こ で 両 他 現 象 と いう の は , 第 5 図 (a), 
(by, 第 6 図 (b), 第 7 図 (a), (b) な ど に 見 る よう に ,. AMOERLO H MOI LO 


第 6 図 ARAPWRO RHE t tOMRZCM 
(a) (b) 


て 功 ら れ , MAMA T SA, BAW 第 7 図 玄武 岩 質 捕 獲 岩 氏 民 石 斑 品 
は , AASWAAHNCAO BAL, また O ser HE 
は 食い こみ 一般に 自 形 が くず され て い 
る 現象 を 指す ( 図 中 の <)。 
また , 大 型 な いし 中 型 斑 品 を 通じ て , 最 
外 毅 の 組成 は ほ ゞ Ang で , この 値 は 前 
に の べた 役 斑 唱 の 平均 組成 に 一 致す る 。 
この こと は , 斑 品 の 形成 過程 に お ける 最 
末期 の 溶液 の 斜 長石 組成 が , この 程度 の 
も の で あつ た こと を 物語 る も の で ある 。 a 
ここ で , A:  PHEUHNMSEAOALK Se 
を 通じ て , An,;.An,,; OMMONARG AS 
(HOWiLEO ED Pe HAROH) Brsze A BOA B 
URE IMD TONNES RAE ADRS EZ 
LUHACH Zo 


i 
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BR BPE OMB BN, 一 般 に 高温 型 な いし 中 間 型 の も の が 多い が , 低温 型 の も の も 存 
在 す る 。 ま た , 一 個 の 斑 品 の な か で も , (010) の 光 軸 面 へ の ステ レ え 投影 図表 の 上 で , 各 
eo ee a 
関 々 係 が 認め られ な いよ う で ある *。 


4 成因 的 F B® 


前 に の べた よう に , SPRAMBAORE REL nS mA, Chic, 組成 が より 
ソー ダ 質 の 帯 か ら ょ り 石 灰 質 の 帯 に 移る と ころ で 生じ て いる 。 ACES ARR に つい て 
は Phemister) も 指摘 し , その 根本 的 な 原因 を 拡散 速度 と 結晶 速度 と の 不 均衡 に 求め て 
いる 。 ま れ に は その よう な 場合 も 考え られ る が , 一 般 に は , この 説明 を 許す ほど , 結晶 は 
次 液 中 の 一 点 に 永く 固定 し て いる も の と は 思わ れ な い 。 筆者 は この よ ょ うな 現象 は , むし 
ろ 不 飽和 (undersaturation)2) 条件 に よる も の で あぁ ある と 考え る 。 し た が つて 累 帯 構造 そ 
DOOD, 単なる 温度 と 圧力 の 変化 な ど に ょ つて 形成 され た り 3) も の で は な く , むし ろ , 
主として 結晶 に 接する 次 液 の 組成 変化 に よ つ て も た ら さ れ た も の と 考え られ る 。 

か つて Bowen る 指摘 し た よう に, 反応 系 列 の 上 で ょ り 後 期 の 深 液 は , いか な る 意 
味 で も , より 早期 の 結 品 を 溶かす こと が で き な い 犠 WB, 逆 に , より 早期 の 落 液 は より 後 
期 の 結晶 を 容易 に 溶かす こと は で きる 。 お そら く , 倖 長 石 の 成長 過程 で , MHL ML 
い ょ より 塩基 性 な 落 液 の 供給 を 受け , 結晶 が 不 均質 な 沙 液 中 を 移動 する 間 に , 不 飽和 条件 に 
た び た び 章 遇 し た こと で あろ 3 。 

KURO COMME, 累 帯 構造 の 型 , お よび , 1 つの 結晶 体 の な か で 占 
DEAMOMEL こら 考え 。 AMOMMEMHAD niches SLOL eee 
So CORMMOWROMA RICH L Rae ohm (EL L CARAS LEB A A) 
の 性 質 を も 合せ 考え て , 石英 安山岩 質 で あぁ つた こと は 明らか で ある 。 と ころ が , KEE 
DABOMRMPSL#ZAZL, その 直前 に この よう な 石灰 質 の 斜 長 石 を 上 品 出 し うる ほど , 
溶液 が 塩基 性 . (玄武 岩 質 ) で あぁ つた 時 期 が 存在 し た こと は た し か で ある 。 な ぜ そ の よう な 
間 成 の 落 液 が 急激 に 酸性 (石英 安山岩 質 ) に 変化 し た か が , 興味 の ある 主要 な 問題 で あ 
So 筆者 は その 原因 と し て 花 賠 岩 質物 質 に よる 混成 作用 を 考 えて いる が , これ に つい て は 
最後 に の べ る 。 

前 に の さ べた よう に , 大 型 租 上 品 の 灰 長 石 質 な 内 核 は , 1 次 的 に は ほ ぽ 均質 で あぁ つた と 考え 
られ る が , その 外縁 部 は 連続 的 に より ソー ダ 質 に な り , 組成 変化 曲線 の 上 で ステ ッ プ を 形 


* この こと は , 図表 の 不 完全 さ , 測定 上 の 誤差 , 容 料 の 不足 な ど が か な り 関 係 す 
る の で 確定 的 な こと は の べら れ な い 。 

1) Phemister, J, : Min. Mag., 23, 541~555, 1934. 

2) Bowen (The Evolution of the Igneous Rocks, 1928.) yeU722iv [R 
褒 系 列 の 上 で ょ より 早期 の 溶液 ま よ り 後 期 の 組成 に 関し て 不 飽和 で あぁ る 」 と いう 意味 
CRW 7o 

Se Ris, BE.S Geol. Mag. 73, 49~56, 1936. 

4) Bowen, N. L. : £#, 197~201, 1928. 

+e 大型 夷 唱 の 内 核 が ほとん ど 融 人 触 さ れず に 自 形 を 保つ て いる の は こ OR DLE 


えら れる 。 
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成 し て いる 。 こ の ステ ッ プ は , すべ て の 内 核 に 普遍 的 に 存在 する こと と , 組成 変化 が 連続 
WCHAZALEDLBATC 灰 長 石 質 の 内 核 が , 成長 を 休止 し た まま , 混成 作用 の 結果 も た 
ら さ れ た より 酸性 の 深 液 と ぁ る 期間 不 完全 平衡 の 状態 で 共存 し て い る 間 に , ある 程度 改 
¥ (BR) EBD が 進ん だ こと を 示す も の で あろ 3 う 。 

一 般 に 酸性 火山 岩 の な か の 石英 斑 品 は 丸 味 を 帯び て いた り , BRA LHOTHOSRM, その 
場合 で も 両氏 型 断 面 の 自 形 を 保つ て いる こと が 多い 。 と ころ が , この 場合 に は , 石英 斑 品 
は , 第 2 図 の ょ うに いずれ も いち じ る し い 届 人 触 形 を 示し , 自 形 な いし それ に 近い 形 の も の 
は 全く 見 られ な い 。 こ の よ ょ うに いち じ る し さく 不 規則 な 形 の 石 黄 班 唱 は, EMS BAS 
れ , それ が SiO, に 不 飽和 な 溶液 に よ つ て 深 か さ れ た 結果 , この よう な 形 を 呈 する に 至 
つた も の と 思わ れる 。 し か し , この 問題 の 解明 は こん ご に 残さ れ て いる よう で ある 。 

その 他 , た し か に 花 則 岩 か ら 導 入 さ れ た と 考え られ る 黒雲 母 の 皇 獲 結 品 が 存在 し , OR 
と の 問 に 明らか に 反応 が 行わ れ た こと , 同 源 捕 獲 岩 と 考え られ る 玄武 岩 質 岩石 の な か に , 
花 則 岩 か らら 導入 され た と 思わ れる 和 長 石 の 捕獲 結晶 が 存在 する こと , UC, (mea 
獲 岩 が 少量 で は ある が 見 出さ れる こと , な どの 事実 は , この 石英 安山岩 質 岩 石 を 形成 し た 
BARR, 花 則 岩 質物 質 に よる 影響 を 受け た で あろ うこ と を 暗示 する 。 

以上 を 総合 し て , 筆者 は , この 雪 石 を 形成 し た 結 し ょ よう は も と も と は 放 長 石 を 唱 出 し つ 
つ あ ぁ つ た よう な 玄武 店 質 な る の で あり , そ 泌 が 主 と し て 花彫 江 質 物質 の 混成 作用 の 結果 石 
英 安 山 冊 暫 に 変化 する と 同時 に , ARAM ROAREMAREILE OES LKDDEBZSO 

この 岩石 が 形成 され た 時 期 , すなわち 中 新 世 後期 に は , この 地域 の 周辺 で , SHAKE 
石 の 大 き な 斑 品 を 含む 去 武 岩 質 岩 引 が , 大 量 に 活動 し て いた こと が 明らか に な つて いる ろ る 。 
三滝 容 山 岩 る あるいは 安山岩 質 玄 武 岩 ?3) と ょ ぼれ て いる も の は その 例 で ある 。 こ の こと は , 
上 に の べた 老 え を 裏付け る 有力 な 根拠 で ある *。 


5. OD RR Oe 


以上 の 考察 は 辛 と し て 頭 徴 鏡 的 な 観察 か ふら 導 か れ た も の で ある が , AbBA LENA 
点 か ら 検 討 を 加え る 必要 が ある と 考え て お り , これ に つい て は あら た め て 報告 し た い 。 

SC これ まで に 老人 察し た 間 題 は ,、 つ ぎの よう な いく つか の 重要 な 新しい 課題 を 提供 し 
て いる と 同時 に , それ ら の 解明 に 手がかり を 与え て いる と 思わ れる える 。 

(1) 石英 安山岩 質 混 成 岩 体 は , 第 1 図 (太い 点線 ) に 示す よう に , NNE 方 向 を も つ 
直線 の 上 に 配列 し て お り , この 方 向 は , 阿武 隈 系 の 花 賠 石 類 が 分 布 す る 地域 の 西北 の 限界 


Bowen, N.L. : Ait, 1928. 

ALI Ba) : 前 出 。 

AEH BES} : 地球 科学 , 37, 60 へ 66, 1958. 

ABARARE, : Gk, 3, 383~390, 4, 17~28, 68~80, 1930. 

KR ae eR (Em ee wEeAEL C, 急激 に その 組成 を 変え る こと が で き 
る た め に は , いう まで も な く 相 当量 の 熱 エ ネル ギー が ボ が 必要 で ある 。 こ の た め に は , 下 
方 か ら の 十分 な 熱 の 供給 か , BAA AT MWRAKO HROWERO LAD, いずれ 
We BANA SRW 等 者 は いま 主 に 後 の 場合 を 考え て いる 。 ま た , この よう な 条 
件 が , 同時 に , 均質 な 灰 長 石 の 大 き な 夷 品 の 形成 を うな が し た 原因 に も な つた し , & 
ら に , 混成 作用 後 の ょ り 酸 性 な 溶液 中 に お いて , SAAS FUEL Teer 
と の 説明 に も な る と 考え て いる が , この 問題 に つい て は 機会 を 改め て 報告 し た い 。 
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ELT, ここ に その 存在 が 予想 され る 断裂 帯 り の 方 向 と 一 致す る *。 し た が つて , LOM 
針 帯 と その 運動 と が 玄武 岩 質 岩 柴 の 噴出 を 導き ; 花 貼 岩 質物 質 の 混成 作用 を 助け た もの と 
BANS Ele これ より 南部 の 地域 で は , = OAS AEM MRI LALO 
の 限界 を 画 し て いる と 同時 に , グリ ー ン ・ タ フ 地 域 (green tuff region) の 東 の 限 泉 を 
も 画 し て いる 。 し た が つて , この 線 を 実際 に グリ ー シ ・ タ フ が 分 布 し て いる 地域 の 東 の 限 
界 を た どり な が ら 北 に 延長 する と , 大 体 川崎 町 釜 房 お よび 宮城 村 白 沢 付近 を 通る 。 さ ら に 
重要 な こと は , この よう に し て 延長 され た 線 が , 重力 異常 に お ける 盛岡 一 白河 線 3 に 一 致 
する こと で ある 。 こ の 線 は , 湊 等 が も 指摘 し て いる よう に , 構造 発達 史 の 上 で 重要 な 位 
置 を 占め て いる ば か り で な く , この 地域 に お ける 新生 代 の 火 成 活動 の 研究 に も 大 き な 意 義 
る つて いる だ と は ミ の 線 の EE に は きき で の きた 苦 体 かり で な SRWAR 
山 な どい くつ か の 石英 安山岩 質 導 入 岩 体 (いずれ る も 時 代 は 中 新 世 後期 ) が 配列 し て お り , 
し か る も, この 線 よ り 西 側 の 地域 で は , 中 新 世 後期 に 大 量 の 石英 安山岩 質 岩 此 が 活動 し て い 
る に も か か わら ず , RAO MRM CLA BIL TOR, SHU, この 線 を 境 と し て 西 
側 と 東側 の 地域 に お ける 第 三 紀 の 火 成 活動 は , 全く 対照 的 な 性 質 を も つて いる 。 こ れ ら の 
こと は , 石英 安山岩 を 含め た 酸性 火山 岩 類 の 成因 に 関係 する 問題 で ある と と も に , 岩石 区 
あぁ るい は 造 構 運 動 と 火 成 活 動 の 関係 を 具体 的 に 解明 する 問題 と し て , さら に くわ し くさく 検討 
され な けれ ば ぼ ば なら な い 。 

2) 石英 安山岩 や 流 紋 岩 な どの 酸性 火山 岩 類 (凝灰岩 を 含め て ) と , 玄武 岩 や 安山岩 な 
どの 塩基 性 火山 岩 類 と の 間 に は , 明らか に 不 連 続 な 関係 が 存在 し , 成因 的 に 重要 な 差異 が 
みとめ られ る 。 と くに 棋 成 鉱物 に 関し て , 酸性 火山 岩 類 の 場合 , 塩基 性 火山 岩 類 ほど に 
は , KISHI (reaction series)) か ら 提 待 され る よう な 一 定 の 組合 せ と 消長 関係 ある るい 
は 反応 関係 (reaction relation) を 示さ な いこ と が 多い 。 こ の 点 で 斜 長 石 の 組成 変化 , す 
な わ ち 累 帯 構造 に つい て も 同じ こと が いえ る よう で ある 。 

また , 玄武 岩 る ある い は 去 武 岩 質 宏 山 岩 と 流 紋 岩 の よう な , 全く 対立 し た 組成 の 岩石 が , 
同じ 地域 で ほとん ど 同 時 に 活動 し て いる に も か か わら ず , 岩石 系 列 の 上 で , 一 方 か ら 他 方 
へ の 連続 的 な 変化 を た どる こと の で き な い 例 が 多い 。 

安山岩 と と も に, 酸性 火山 岩 類 の 玄武 岩 に 対す る 量 的 関係 が , 結晶 分 化 作 用 の 仮説 か ら 
期待 され る も の と 一 致し な いこ と は , すでに 挫 摘 され て いる と ころ で ある が 9 の, これ ら の 
岩 類 の 造 構 運 動 と の 対応 様式 が 全く ち が つ て いる こと る も, AUS BRAM CH Zo 
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++ 仙人 凛 市 の 北部 や 松島 ・ 塩 釜 地 域 は また 別 の 構造 単元 に 関係 する の で , ここ で は 
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以上 の 観点 か ら , 筆者 は , 酸 隆 火山 岩 類 の 成因 は , 塩基 性 火山 岩 類 の 成因 に くら べ て よ 
複雑 な 異質 の 要因 に 支配 され て お り , その な か で る も , 花 賠 岩 質物 質 が 何ら か の 形 で 主要 
BAT IRCTHSZIDEBRCWSo CORT LILO BGRRUARIERMEOM 
因 は , その 1 つの 例 と し て 重要 な 意味 を も つて いる 。 ま た , Mathews)” が , 最近 , ある 
種 の 石英 安山岩 を くわ し く 研 究 し て えた 成因 的 結論 は 興味 深い 。 彼 も る また, SRAMIO 
特異 な 昧 芝 構 造 と その 組成 範囲 が が bulk composition や norm か ら 期 待 さ れる も の 
と 一 致 せ ず , 異常 に 広く か つ 石 灰 損 で ある 点 な ど に 注目 し , その 原因 を 混成 作用 に 結び つ 
け て いる 。 和牛 来 は , 安山岩 や 流 紋 岩 中 の Cr と Ni の 量 的 殖 係 が , 花 答 岩 類 中 に お け 

る も の と ょ よく 似 て いる こと に 注目 し , 「 こ の 事実 は , 主 化学 成分 の 近似 隆 と と も に , これ 
PHEORMOMICRB RE (MR) MONS SL LERTLOLERENS) LO~ 
て いる 。 と くに 彼 は , BRR OCHA LOB MUK LB CUR RGREA 28 76 fa BRL 
は , ZOKRAMMRM CCH ALBA CWS FRDIDBAUS< OMRCBA CH 
り , こん ご , 具体 的 な 多く の 問題 た 即 し て さら に 発展 させ る 必要 ババ あ る と 思わ れる 。 

ARB S Zw se LL CHR SN CO SBEKUBR, その 化学 組成 に 
つい て は も ちろ ん の こと , 構成 鉄 物 の 組成 や 組合 せ , ある いま は 石 基 の 組織 な ど に 関し て , 
きわ め て 変異 に 宮 ん で いる が , CNEOBR, その 成因 を 考え る に 当 つ て , 野外 に お け 
る 現 出 状態 と と も に 詳細 こ に 検討 され な けれ ぼ ば な ら な い 。 こ の 点 で , 第 四 紀 火山 の cone を 
形成 し て いる きわ め て 少量 の 石英 安山岩 と , 地質 等 代 の あぁ る 一 定 の 時 期 に , 特定 の 造 構 運 
動 や その 発展 段 陀 に 対応 し て 活動 し た 大 量 の 右 英 安山岩 ( 減 灰 岩 を 含め て ) と に つい て , 
2 つの 成因 を 同一 に 論ずる こと は で き な い よう に 思わ れる *。 両者 は その 岩石 学 的 隆 質 と 
活動 立 式 を 異 に し て いる ば か り で な く , 前 者 ま ), それ と 相 前 後 し て 同じ 場所 で 活動 し た よ 
り 塩 基 性 な 岩石 と の 間 に , 連続 的 な 組成 変化 を と た どる こと が で きる が , 後者 に つい て は そ を 
れ が 不可 能 な こと が 多い 。 

また , 石英 宏 山 岩 の な か に は , 多量 の 捕獲 結 品 や 皇 織 岩 が 含ま れ て いる こと が 多い が , 
これ ら に つい て る も , 上 述 の 変異 性 と 合せ て 検討 する 必要 ボ あ る 。 特 に , ある 種 の 石英 実 山 
岩 中 に は , し ば し ば , ここ に の べた よう な 玄武 岩 質 ある い は 粒 線 岩 質 岩石 と 花 向 岩 質 岩石 
の 2 種 の 捕 穫 岩 が 見 出さ れる 。 鳴子 火山 の 話 岩 も その 典型 的 な 例 で ある 。 Bs, こ 
の よう な 挿 織 岩 の 組 合せ は , その 岩石 の 成因 に 関し て 特別 な 意義 を も つも の と 考え る 。 

結局 , 酸性 火山 岩 類 と 塩基 性 火山 岩 類 と の 間 に 存 在 す る 対立 と 不 連 続 , お よび , 前 者 が 
より 一 そう 変異 に 富ん で いる こと に 注目 し , それ ら を 役 細 に 検討 する こと に よ つ て その 原 
因 を 解明 する こと こそ , 酸性 火山 岩 有 類 の 成因 を 解明 する 重要 な 問題 の 1 つ で ある と 考え る 。 

(3) BEKO? POARBEMIL, 一 般 に 融 触 形 を 示し て いる が , これ が どの ょ よう 


H/ 


1) Mathews, W. H. : Am. Jour. Sci., 255, 400 ~415, 1957. 

2) 和牛 来 正夫 : ATH 

* カラ デラ の 形成 と 密接 に 関連 し て いる 酸性 岩 此 の 成因 は , また 特殊 な 問題 を 提 
供し て いる 。 た と えば , 那須 火 山 帯 だ け に 限 つ て いう と , AVF LB rem Mase 
部 に 多く 発達 し て いる こと は , BREN BADE ROMER よ つ て は 説明 で き な い 
問題 で , 明らか に 基 相 章 造 に 規定 され て いる 問 鞭 と し て 解明 され な けれ ば な ら な いと 
BA Do 


3) 生出 鹿 司 : HLA SK AAR, 1950. 
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な 条件 に よ ょ つて 形成 され た も の で あぁ ある か に つい て は , これ ほど 普遍 的 な 現象 で あり な が ら , 
従来 あみ まり 深く 検討 され て は いな か つた 。TIddi:dgs リ は , POT, 石英 の いわ ゆる Miah 
形 が 実は 融 触 に よる も の で は な く , 成長 過程 に お ける 形態 の 不 完 全 発達 に よる も の で ある 
CER Lo AWG BRI AEN AZMaABA, 彼 の 考え で る も 十分 説明 で きる が , 
ここ で の べた 岩石 に 見 られ る よう な 全く 不 規 則 な 形 の も の は , や は り 品 出 後 の 何 ら か の 条 
件 に ょ る 融 触 に その 原因 を 求め た 方 が よい と 考え る 。 神津 等 は , 斑 状 石英 に つい て の 系 統 
的 な 研究 の な か で , MAIBO RA LL C4aRRAR (magmatic corrosion) を 重視 し て い 
る が , 断定 は で き な い と の べ て いる 。 

ここ で 問題 に な る の は , ふつ う の 結 品 分 化 作用 の 過程 で は , 一 紀 唱 出し た 石英 が , これ 
EW SUS (MREINZ II ARHLABRUBA RC と いう こと で ある 。 し た 
BOC この よう な 形 を も た らし た 物理 ・ 化 学 前 条件 に つい て 深く 考え て みる と 同時 に , 
個々 の 岩石 標本 に つい て , その 石英 夷 品 の 形 や 内 部 構造 に も つと 注目 する 必要 が ある と 才 
える 。 ま た , 酸性 火山 岩 類 の な か に 石英 斑 品 が 含ま れ て いる 場合 と , norm quartz は 多 
量 で あり な が ら 石 英 班 品 を 全く 欠き , 石 基 の み に 多 量 の 石英 を 有する 場合 わが と が 存在 す 
る こと も, 特に 注目 すべ き 問 題 で ある 。 こ れ ら の 問題 は , と も に , 酸性 火山 岩 の 成 因 に 関 
係 す る 重要 な 課題 で ある と 考え る 。 

(4) BBRAt RT 1 個 の 倫 長 石 夷 上 唱 に お いて , 各 帯 の 温度 型 に 違い や が 見 られ る こと 
に つい て は すでに の べた 。 FH?) % , 深成岩 体 の 和 斜 長 石 に 関し て 同じ よう な 現象 を 指 摘 
し て いる 。 S#lii, 八 長 石 斑 品 の 累 帯 構造 と 各 帯 の 温度 型 と の 開 に は , 個々 の 岩 体 に 関し 
て , その 生成 (冷却 ) 過程 を 反映 し た ある 特定 の 相関 々 係 が 存在 する と 考え て いる が , こ 
れ に つい て は , 前 に の べた 測定 上 の 問題 を も 含め て 系 統 的 に 吟味 され な けれ ば な ら な い 。 

また , マリ クリ ン 双 上 唱 の 接合 画 の 方 向 は , 広く 知ら れ て いる よう に , 倖 長 石 の 組成 が 変 
る (し だ が つて で 変化 する 8 じじ た が つて LDIL ERP RIEE ART HRY CLD CBR 
Sk, 組成 が 不 連 続 的 に 変る 帯 と 帯 の 聞 で ペリ クリ ン 双 上 品 の 接合 面 は 折れ る か , あぁ あるいは 
組成 が 連続 的 に 変る と ころ で は 枯 曲 し な けれ ぽ な ら な い は ず で ある 。 と ころ が , 実際 に は 
その よう な 現象 を 見 出す こと は で き な い 。 Wilt, 接合 面 は 一 定 の 方 向 を 保つ た まま 各 帯 に 
共有 され て いる (第 4 図 (d) の 下部 , 多少 匂 曲 し て 見 える の は ハレ ーション の 結果 で あ 
る )。 こ の 事実 も , 従来 の 概念 で は きわ め て 説明 が 困難 な 問題 の ょ よう に 思わ れる 。 

以上 に の べた 2 つの こと が ら は , と も に , 人 録 長石 それ 自体 の 鉄 物 学 的 問題 で ある と 同時 
> それ 以上 に 岩石 学 的 な 問題 で も ある 。 刺 橋 6) は 一 般 に 岩石 が 歴史 的 に 変遷 する 条件 の 
下 で 形成 され た , 開放 系 ・ 不 完全 平衡 の 産物 で ある こと に 特に 注目 し , 条件 の 固定 され た 
閉鎖 系 ・ 完 全 平 衝 の モデ ル 実 験 か ら え られ な た 既成 の 概念 と 実在 と の 間 の 矛 盾 を 重視 すべ 
き で ある と 強調 し て いえ る 。 筆 者 は この 意見 に 全く 養成 で ある そ 。 上 述 の 問題 も , この よう な 
岩石 の 生成 条件 の 表現 と し て と ら え , 同じ 観点 か ら 再 検討 され な けれ ば な ら な いと 考え る 。 


). Iddings, J.P. : Rock Minerals, 61~63, 1911. 
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山形 県 沖 陸 棚 堆 積 物 中 の 有機 物 
一 現世 堆積 物 中 の 有機 物 の 研究 (第 3 報 ) 一 


Distribution of organic constituents in the shelf 
sediments off Yamagata Prefecture 
— Studies on the organic constituents of Recent 
sediments (3rd report) — 


島 田 #& gp (Ikuro Shimada)* 


Abstract: Distribution of extractable organic matters, hydrocarbon 
content and some other organic compounds in the bottom sediments whi- 
ch were collected from the continental shelf off Kamo and Fukura, Ya- 
magata Prefecture, has been studied with reference to the distance from 
the coast, and the lithologic features of the sediments. 

The small quantities of lipoid substances were obtained from all the 
selected 67 bottom samples. They are generally subject to the distribution 
of sediments which can be divided into three zones such as near-shore 
fine sand to the depth of nearly 40 m (average value 0.04 %), off-shore 
coarse sand between 40 to 70m (0.06%), and silt and clay below 100 m 
depth (0.08 %). The high extractable contents are concentrated in the 
submarine basin in the east side of Tobishima Island, and in the narrow 
trough running in NNE direction in the south of this basin (0.07 to 0.18 % 
of the samples). In these places, there are also relatively high hydrocarbons 
and asphaltene contents of the column chromatographic fractions. Besides, 
the high contents are partly extracted in sapropelic mud contained in the 
off-shore coarse sand zone off Kamo, but the rate of chromatographic 
fractions is not always high. Free sulfur was obtained from the samples 
of the regions above mentioned. It seems that the free sulfur is contained 
within the bottom samples characterized by high extractable fractions. * 
The column chromatographic fractions of these lipoid substances show the 
high hydrocarbons and asphaltenes in composition, and the high paraffinic 


in hydrocarbon proportions are more than that of the lagoon sediments 
from the Hachiro-gata. 
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現世 海 成 堆積 物 中 の 有機 物 組成 た つい て は , A MAD Eh YEH ERS CAH 
て いる 事実 か ら , 石油 成因 論 の 問題 に 関連 し て 古く か ら 注 目 さ れ て きた 。 近年 に な つて , 


* 東北 大 学 理 学部 岩石 鉱物 鉄 床 学 教 窟 
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PV. Smith), N.P. StévenS <8. D. Evans) )2W.L. Or!) yc kot, x ey 
FYB DY 7AM ATI, SOMO BME RHEUM D> 5 RGAE HHL, 石油 化 に 関 
連 し た 興味 ある 研究 が 報告 され て いる 。 

筆者 は た また ま 1957 年 及び 1958 年 の 夏 , 山形 県 加茂 沖 及 び 吹 浦 沖 で 行なわ れ な た 日 本 
海 大 陸 棚 の 底 質 調査 に , 海上 保安 庁 水 路 部 の 支援 の も と に 参加 する 機会 を 得 た が , その 際 
に 探 泥 し た 刻 質 試 料 に つい て カラ ムク ロマ トグラフ 潜 を 用 いて 炭化 水素 の 分 離 を 試み た 。 
日 本 近海 に 於 ける この 種 の 資料 は , 従来 極め て 少な い の で , 本 報 で は 分 析 の 結果 得 ら れ た 
これ ら の 陸 森 堆積 物 中 の 有機 物 組 成 の 分 布 に つい て 報告 する 。 


2 座 質 試料 の 採集 


調査 地域 は 山形 県 加茂 沖 及 び 吹 浦 沖 の 北緯 38°40’ か ら 39°20’, 東経 139°25^ grb. 
139°55^ < わた る 範囲 で ある *。 加茂 沖の 調査 は 1957 年 7 月 11 日 か ら 14 日 まで 行ない , 
EOwH (4.5 by) - 天海 丸 (100 by )yvc ky 51 地点 (A~H,T) CHYELe** 叉 


吹 浦 沖の 調査 は 195847 5 28626 308 F CAA, BAY (200 by) に より 60 
地点 (SA~SF, No. 17, 19) で 探 泥 し た や *。 調査 し た 海域 の 深度 は 3.8m か ら 440 


m 


RACWHA (B11 B)o 


3. KA BBc Ow et 


加茂 沖 及 び 吹 浦 沖の 大 陸 棚 は 市 約 20 km で 一 般 に 緩い 信任 で ある が , 北部 の 金浦 沖 で 
は 比較 的 急 依 儲 で ある 。 こ の 地域 の 大 陸 棚 は 三 つ の 平坦 面 に 区 分 され る 。 第 一 平坦 面 ( 水 


深 


120~150 m) (i, 大 陸 棚 の 外縁 に 発達 する 平坦 面 で , 南西 部 に よく 発達 し その 傾斜 勾 


AUK 0°20 で ある 。 Bo FAH (水深 70~100m) は , 由良 沖 及 び 吹 浦 沖 に 発達 し 第 


Aint OOM MH 1° ORME CHS. 第 三平 坦 面 (水深 40~70m) は , PR 


部 の 酒田 沖 に 顕著 に 発達 し 第 二 平坦 面 と は ETT ft 発達 し て いる が その 境界 は 明 ら 
か で な い 。 飛島 の 東側 に 400m か ら 450m ICRIGABROWEAMRABAN, LW 
この 代 地 の 南部 に 於 いて NNE 方 向 に 細長 く 発 達し た EAD AMY NS. COATS 
叉 本 州 統 の 方 向 と も 一 致し て いる 。 


1) Smith, P.V.: Science, 116, 437~439, 1952; Bull. Am. Assoc. Petrol. 


Geol., 38, 377~404, 1954. 


2) Stevens, N.P., Bray, E.E. and Evans, E.D.: Bull; Am. Assoc. 


Petrol. Geol., 40, 957~983, 1956. 


3) Evans, E.D., Kenny, G.S., Meinschein, W.G. and Bray, E.E. : 


Anal. Chem., 29, 1858~1861, 1957. 


1 


4) Orr, W.L. and Emery, K.O.: Bull. Geol. Soc. Am-, 67, 1247~1258, 
956. 
* FCC Debi C Ab GRABER BBA CHES 行 な つ た が , 


探 泥 位置 は 全て 異な る も の で ある 。 


** 加茂 沖の 調査 に は 増田 孝一 郎 ・ 熊 谷 定 一 (中 類 ) , 小塚 陽 ・ 塩 原 鉄郎 ( 有 有 防虫) , 


MRR (MEA) が 参加 し た 。 


*** 吹 浦 沖の 調査 に は 岩井 流 一 ・ 加 賀 美 英雄 (粒度 分 析 , Bek), 塩原 鉄郎 ( 有 有 孔 


#) が 参加 し た 。 
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AHO MO EAL, 南部 で は near-shore fine sand zone, off-shore coarse sand 
zone, silt and clay zone O|IRicHEptw247HL, 北部 で は near-shore fine sand 
zone に 続い て silt and clay zone が 広く 陸 棚 上 に 分 布 し て いる 。 

near-shore fine sand zone は 深度 40m 附近 迄 に 分 布 し sorting の 極め て 良好 な 
細 砂 で ある 。 off-shore coarse sand zone は 深度 40m か ら 70m に わた り pebble, 
cobble を も つた 赤 福 色 の 粗 砂 で 特徴 づけ られ , 叉 し ば し ば 廃 泥 損 な 泥 塊 , 鉄 質 の con- 
cretion 等 を 信 有 する 。 silt and clay zone は 南部 で 100m 以深 , 北部 で は 50m 以 
深 に 分 布 し , 多少 砂粒 を 温 え た 比較 的 sorting の 悪い 青 緑色 へ ~ 青 灰色 の 泥 及 び シ ルト か 
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第 1 OR 
“ ie クロ マト グラ ブフ 分 析 (96) ** 炭化 |O-N-S * 
TR = ox 
試料 mene? 7 Siew O.N.s| | AR) SM) EM 
(m) 227) Bele ith rete a 
| 炭化 水素 . a 
nt 4.5 | ] | 0.04 9.7 Seo O32 OS 0.28 
Aes? 38 ORO BE be ey WEG O22 Ossi 
Ben 5.5 | | | 0.03 7.9 ey) SO | SOUS Oso 
Ba 23 4 O04 9.6 5.5 | 34.2 | 50.7|0.15] 0.34 
Goal 8.1 lal 1.0203 8.4 Gr0g 25.50) Dial OS | 0.28 
(Cee 2375 | 10 103)| 1023 ESMOND 9) Siese 0.18") 081 
Cae ASS aam0 204) |) 17-85 ieesue Sl-52 | 38,45) 0.30), O83 10K004 
ID Sti 3.8 0.03} 10.5 Sosa Slee, 49) OO OL Stay 
1D 25.7) \eajen | Oe 02") = 1265 6.2 | 33.3 | 48.0] 0.19] 0.33 
IDE Gyo OnO49| 17-5) | 1Se7ae 88.78 | 80MG 0.81) 0:38 R04008 
alba th ] | 0.04 9.2 8 Sul 27.8 el ose TOM 0.28 
= 2 20.3 | | | 0.04 9.5 eile Pei Beh | Wiley |p OPQ |OsOCr 
E-10 56.6 | J | 1.21 8.5 9.8 | 28.0 | 53.7] 0.18] 0.28 | 0.479 
Bai 11 ] | 0.03 Om 2S 0 26620 2.38 100 ts O26 
G- 1 23.1 | | | 0.04 Teo LOLA ie 2620 SS NORE ORD 
Gane 42 L i) 0.0741 u12-8 110.21. 82.4- 4.44.4 | 0.980) = O02 0022 
Bee 74.3 | [| | 0.12] 18.2 | 12.3] 30/9 | 38.6] 0.28) 0.28 | 0.013 
Ti3 83 OOS EA M20 ESE NO A OE 
4 20 I | 0.05 9.0 nO NE 0.0m |) 54,0 Ona 00:30 
Pe 5 a 26o T | 0.05] 12.8 | 10.1] 45.9 | 31.2] 0.23} 0.46 | 0.008 
T= 6. 251 IO の OO 1208 t 5 OLos lm O48 NOKO8S 
T- 7} 172 | | 0.05| 12.9 | 9:4] 29.4 | 48.3] 0.22-| 0.29 
LS 140 | 0.05 | 17.0 | 10:0) 33.0 46.0) 0721 | 0.38 
T-9| 109 | 0.05] 14.1 | 11.8] 32.9 | 41.2] 0.26] 0.33 | 0.006 
ON SO | O20 1004 9.6| 25.2 | 54.8|0.20| 0.25 | 0.007 
SA ie 22 [ | 0.04] 8.2 AY5 | 729.0 | 58.3] 0.13) 0.28 
SA-5]| 63 f | 0.05 | 13.5 |-10.5| 30.5 | 45.5 | 0.23) 0.30 
Aer it Wi28 0.05 | 14.4 TN) 88,8> | 39. 1 O22 O89. ONOO7 
SA | £920 m | 0.07] 17.0 | 14.2 | 34.5 | 34.81 0.31 | 0.34 | 0.012 
Size uy 26 ] | 0.04 7.0 5.5 | 28.4 | 59.11 0.12] 0.28 
SB- 5 55 T | 0.04] 10.3 8.2 | 29.5 | 52.0] 0.18) 0.29 
See 7 72 T | 0.04] 12.0 9.0| 28.5 | 50.5] 0.21] 0.28 
SB- 8 92 0,05 | 13.7 8.7| 45.0 | 32.6] 0.22] 0.45 | 0.014 
SB-9| 115 fl | 0.05 | 10.9 8.7 | 43.4 | 37.0] 0.19] 0.43 | 0.008 
SB-10 | 240 mM |0.08| 13.8 | 10.0] 36.2 | 40.0] 0.24] 0.36 | 0.017 
SCS 30 ] | 0.04 OG 02s) s0en OT 0007 ON29 
SiGS26 74 J |0.05| 10.5 | 8.8] 25.0 | 56.2 |.0.19| 0.24 
SiC a7 84 | | 0.05 | 12.5 Cr7e 250) 55,8 ORL OL25 
SiC-="8 | 108 | | 0.05) 11.7 BEGG AT SARS POM OO | 
SiC. 9 | 204 I | 0.07 9.7 8.1| 39.5 | 42.7|0.18} 0.39 | 0.013 
SC-10|] 304 [ | 0.08| 17.0 | 14.0] 36.3 | 32.7| 0.31] 0.36 | 0.015 
SC-11 | 330 fT | 0.10} 16.9 | 13.5] 32.8 | 36.8 | 0.30] 0.33 | 0.011 
Si@= 124) 186 y | 0.05] 13.6 | 8.2 | 35.2 | 43.0] 0.22] 0.35 
S'C=134) 134 m | 0.06] 14.2 Tat 86,1). | 42.0 \20,228) 0.36 
Shs i 16 ] | 0.04 8.5 GeO) 270m 58,5400. 145 0226 
SD- 5 84 Ts) 0.05.) 12:.6 9.5| 42.1 | 35.8 |0.22| 0.42 
SD- 6 90 T | 0.05] 13.6 5.3 |29.4 +! 5107 0-181! 0.28 
Sa 074) 9126 J. | 0.05 | 17.4 5.8 | 33.0 | 43.8 | 0.23] 0.33 
SD- 8] 300 | 0.07 | 19.4 SO 4018 | 0,294) 0.31) | 0,016 
Sent || 128 I | 0.05] 18.2 4.3| 36.0 | 41:5 | 0.23") 0:36 | 0.010 
Se 12")| 128 [| 0.05| 17.0 Smee) 142-7, |.0,20' |e Oar) | 
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| | | | 
ts | * クロ マ ド グ ラフ 分 析 (9%6) ** pele, O-N-S 0 
SS ‘< ラ | 4G 
試料 底 賀 抽出 量 け し テッ 攻 春 族 O-N-S| a ie 
| Et J 
ibe rym | el ait fou ME (g 
(96) | fun eel ARSE | MEE (96) 
炭化 水素 

SE-1| ~ 1 oo0o4| 8.2 | 5.8) 26.5 |50:8|0.14| 0.26 
Sk 2) eS if ; 0.08 11.0 KZ 32.0 | 49.8 | 0.18 0.32 0.007 
SE-3 88 I | 0.08 11.3 oe 33-3 46.2 | 0.20 0.33 0.010 
SE- 4 130 I | 0.05 lsh) 10.6 28.1 ANT | 0.22 0.28 
Siz] & 234 I | 0.07 139 8.1 45.9 S32 O22 0.45 0.013 
SE- 6 363 I | 0.10 15.6 1250 37.0 35.0 | 0228 0537 0.018 
S.B= 77) 7320 Il | 0.07 Gin) 13.8 41.3 DONG a Ono 0.41 0.015 
SF- 1 38 ] | 0.04 Seat 0 32.5 52.1 | 0.14 6032 
SF- 2 73 I | 0.07 11.2 6.9 35.1 46.8 | 0.18 0.35 0.008 
SE 100 M | 0.06 10.5 8.7 32.3 48.5 | 0.18 0.32 0.006 
Sh] 4 209 I | 0.06 14.2 10.1 46.3 29.4 | 0.24 0.46 | 0.013 
SF-5 1 434 I 0.13 19.6 14.2 44.1 22-1) | 1034 0.44 0.035 
SF- 6 440 (a ORs 18.7 peal 39.6 2946 80.31 0.40 0.043 
SF- 7 145 I | 0.06 a5 7.5 30.5 52.5 | 0.16] 0.30 
SF- 8 121 I | 0.06 14.7 sor 36.2 41.9 | 0.22 0.36 

No.19 63 I | 0.07 10.8 5.0 26.0 58.2 | 0.15 0.26 0.004 

] near-shore fine sand zone * 試料 に 対す る 重量 9% 
| off-shore coarse sand zone ** 抽出 量 に 対す る 重量 9% 


ll silt and clay zone 


ら な る 。 こ れ ら の 護 質 の 記載 及び 上 中 類 ・ 有 有 孔 虫 類 に つい て は , 夫々 の 分 坦 者 に 依り 一 部 報 
告 さ れ て いる 。 V2) 


5. SR 結果 (第 1 表 ) 


1) 有機 抽出 量 

本 地域 か ら 探 泥 し た 111 個 の 護 質 試料 の 中 67 個 に つい て 実験 を 行 な つ た *。 最も 抽出 
量 の 多い も の は E-10 (1.21%, 56.6m) で 黒色 府 泥 質 の 泥 塊 を 含む 赤褐色 の 畑 砂 で あ 
る 。 こ の 様 な 陸 棚 上 に 泥 塊 を 含有 する 砂 質 堆積 物 は 一 般 に 抽出 量 が 多く , fil) BADER 
処 性 を 帯び た ター ル 状 の 物質 で ある 。 E-10 を 除い た 試料 の 平均 は 0.06196 で あぁ る が , 
near-shore fine sand zone 19 個 , off-shore coarse sand zone 13 個 , silt and 
clay zone 35 個 の 平均 は 夫々 0.04036, 0.05936, 0.072% RL, 相対 的 に 海 の 深度 
と 抽出 量 は 略 比 例 的 関係 に ある 傾向 が 認め られ る 。 これ ら の 抽出 物 は 赤 一 般 に 淡 黄 補色 
黄 緑 色 ~ 暗 緑色 の 粘 処 性 ター ル 状 の 類似 し た 性 状 を 呈 し て いる 。 


2) カラ ムク ロマ トグラフ に 依る 抽出 有機 物 の 組成 
a) 正 ヘ キサ ン 溶 出 分 : 一 般 的 な 性 状 は 無色 油性 の 物質 (大 部 分 は 飽和 炭化 水素 ) で 


1) 増田 孝一 郎 ・ 熊 谷 電 一 ・ 小 塚 陽 ・ 井 上 寛 生 ・ 星 野 通 平 : 水路 要 報 , 57, 36~ 
44, 1958. 

2) Kagami, H.: Rec. Ocean Wks. Japan, 5, 60~67, 1959. 

* 実験 方 法 に つい て は 既に 前 報 ( 岩 鉄 , 41, 9~15, 1957;42, 82~89, 1958. ) 
で 述べ て ある の で 和 省略 する 。 
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HOM, し ば し ば 乳白色 ~ 淡 黄色 の 針 状 結 品 を 含ん で いる 。 LOMO AMA UEE 
HCH So. Mass 19.696 (SF-5:434m), 最小 7.8% (G-1:23m) で あぁ る が , 
near-shore fine sand zone, off-shore coarse sand zone, silt and clay zone の 
AAO SAE 10.076, 13.676, 14.0% で , 抽出 量 と 同様 に 海 の 深度 及び 堆積 物 の 分 布 
状態 と 調和 し て 増加 し て いる 。 

b) ベン ゼン 溶出 分 : 一 般 に 乳 自 色 ~ 淡 黄色 の 粘 処 性 の ある 油 状 ワッ クス 様 の 物質 
(大 部 分 は 芳香 族 系 炭化 水素 ) で , 又 し ば し ば 徴 細 な 粒状 の 結晶 を 含ん で いる 。 へ キサ ン 
姿 出 分 と は アル ミナ 柱 で ペン ゼン 深 出 分 の 淡 黄 色 帯 前 線 の 流下 で 区 別 さ れる 。 最大 14.2 
96 (SF-5:434m, SA-7:220m), #/)\'3.19§ (SD-12:128m), 平均 9.3% で あぁ る 。 
抽出 量 及 び へ キサ ン 落 出 分 に 見 られ る 様 な 深き に 比例 し て 増加 し て 行く 規則 的 な 傾向 は 
認め らち れず, 特に silt and clay zone の 試料 で の 落 出 量 は か な り 変 化し て いる 。 へ を き 
サン と ベン ぞ ゼン 落 出 量 の 炭化 水素 分 に 対す る 割合 は , 各 底 質 の 分 帯 に 於 いて near-shose 
fine sand zone 54.2%, 45.8%, off-shore coarse sand zone 58.1%, 41.996, silt 
and clay zone 60.196, 39.9% と 何れ る も 相対 的 に ベン ゼン の 方 が 上 少なく, この 事 は 本 地 
域 の 陸 棚 堆積 物 に 於 ける 一 つの 特徴 と 云え よう 。 

c) ピリ ジン ・ ア セト ン ・ エ タ ノ ー ル 溶出 分 : COMMAS, 黄 福 色 の ター ル 状 ~ グ 
リー ス 状 の 比較 的 重い 物質 で 第 1 表 に も 示し た 如く , へ キサ ン 及 び ベ ペン ゼン 落 出 分 に 較べ 
て 2 へ 3 倍 量 溶出 分 離さ れ た 。 最大 47.8% (T-6:251m), 最小 25.0% (T-3:83 m, 
SC-7:84m), 平均 34.496 で , 各 試 料 と も 相対 的 に 海 の 深度 と 共に 増加 し て いる 傾向 が 
MOND iT VS TEMG Se polar compounds は 平均 40% で あぁ る 。 


3) 遊離 硫 攻 

WEB Is NaCN 落 液 で 滴定 し 若干 量 検出 され た 。 最も 多く 検出 され た 試料 は E-10 
で 0.47906 を 示し , 頭 閉 な 鮮 黄色 の 針 状 ~ 粒 状 結 品 が 認め らち られ た 。 し か し その 他 の 試料 は 
一 般 に た 少なく, 0.04326 (SF-6:440 m) か ら 0.00296 (E-2:20.3 m) で 象潟 沖の silt and 
clay zone と 加茂 沖の off-shore coarse sand zone に 比較 的 含ま れ て いる 傾向 が 見 ら 
NSo 


6 考 R 


1) 抽出 量 及び 抽出 有機 成分 の 分 布 に つい て 

前 項 で 述べ た 実験 結果 か ら , 本 地域 の 陸 概 堆積 物 の ベン ゼン ・ ア セト ン ・ エ タ ノ ー ル 混 
沙 媒 に 依る 有機 抽出 量 及 び カ ラム クロ マト グラ フ で 分離 次 出し た 抽出 有機 物 の 各 組 成 は , 
深度 40m Aij#¥ED near-shore fine sand zone, 40~100m の off-shore coarse sand 
zone, 100m 以深 FLORIS, Syeye Crk 50m 以深 ) の silt and clay zone の 
夫々 の 底 質 分 布 に 支配 され て いる 事 が 指摘 され よう 。 分 析 し た 67 個 の 試料 の 抽出 量 と ク 
ロマ トグラフ の 各 深 出 分 の 割合 及び 0.0496>, 0.05~0.062%, 0.07 へ ~0,09%, 0.109% く の 
夫々 の 等 抽出 量 線 を 求め , その 分 布 を 第 2 図 に 示し た 。 こ れ に 依る と 有機 抽出 量 は 飛島 の 
東側 で 観察 され る 深度 400~450 m OBI HD < (0.10 へ 0.18%), 次 いで その 南 に 
NNE 方 向 に 細長 く 発 達し た 海底 谷 に 多く 抽出 され て いる 。 MI DHA Cla we 


化 水 素 ・ アスファルト 量 と る 高く アル ミナ 柱 に 吸着 され る 物質 は 比較 的 少な い 。 こ の 次 
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第 2 図 抽出 有機 物 の 量 及 び 組 成分 布 図 


ie Rescate 

+ OF, ON-SHARD 

FS, ERB 
CET 

es) 0.70% く 
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PUSAHURICES 3 BAAR D GRMND SAD —SOwEME LL CH en, Peas 
HAE OF YEAS PEG IKEDA - (RAR YZ と つて 相応 し い 環 境 と 芸 うこ ょ が 出来 る 。 

必 か ら 各 量 と も 相対 的 に 深度 と 蜂 比 例 関 係 に ある こと は 指摘 し た が 。 し か し た が ら 
各 探 泥 測 線 に 於 け る 個々 の 量 的 分 布 は 必ず し る 深度 と 比例 関係 を 示さ ず , むし ろ か な り の 
不 規則 性 が み ら れ , 特に 抽出 量 は 金浦 ・ 象 油 沖 及び 加茂 沖の 深度 50~100 m の 部 分 で か 
BOE CHB ENTS. LORMUCRRERT RAD EMA. 人 を 誠に 
2 Oi, MEM CH LILLIES BUTS Bo Lah SOMO Betas VER 
の 深い silt and clay zone の も の と 比較 し て 必ず し る も 高く な く , 抽出 量 の 割 に アル ミ 
ナ 柱 に 吸着 され る polar compounds が 多い 結果 が 得 ら れい る 

ーー の 知 果 か ら , この 地域 の 陸 村 洪 積 物 中 の 有機 出 量 は 飛島 の 東側 の 海 会 と 深度 会 に 
が ける silt and clay zone の 部 分 と , 加茂 沖の 泥 塊 を 伴う off-shore coarse sand 
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zone に 多く , 結論 的 に 岩 相 特に silt-clay 含量 に 影響 し 叉 堆積 環境 の 地形 的 条件 を その 
支配 的 な 要因 と し て 指摘 され よう 。 ; 
遊離 硫黄 は 赤 比 較 的 この 二 つ の 地帯 に 検出 され , 抽出 量 の 多い 環境 と 密接 に 関係 し , 特 
に 加茂 沖の coarse sand zone に 和 帯状 に 分 布 し て いる こと は 極め て 興味 深い 事 で ある 。 
coarse sand zone に し ば し ば 見 られ る この 泥 の 生成 は , 海流 ・ 汐 流 の 影 絡 も 考え られ る 
が , むし ろ こ の 地域 の 海底 地形 ( 礁 地形 等 ) に 支配 され た 一 種 の 小 規 模 な 凹 地形 で 海水 の 
流動 提 扶 の 少な い 状 態 の 下 で 部 分 的 に 生成 され た も の で あろ 3 。 従 つ て 洲 い 環境 で あり な 
が ら 有 機 物 の 保存 に 適し た 環境 で あろ うと 思わ れる 。 coarse sand zone の 泥 質 部 分 か 
ら 検 出さ れ た 硫黄 は , 赤 こ の 様 な 環境 に 於 いて 恐 ちく 硫化 鉄 が 有機 物 に 富ん だ 堆積 物 と 共 
に 和民 元 状態 の 下 で バク テリ マヤ の 作用 に より 生成 され た も の で あぁ ろう と 考え られ る 。 COR 
な 漢 い 環境 に 於 ける 灯 炒 堆 積 物 に 伴う 泥 塊 の 生成 及び その 中 に 含ま れる 有機 物 の 問題 は , 
海 成 起 源 の 地層 に つい て 含有 有機 物 と その 環境 を 考察 する 際 考 慮 する 必要 が あろ うと 思 
われ る 。 ' 

SEH BUDA O TEBE OD ANE CORR, 有機 抽出 量 及び その 組成 と 遊離 
硫黄 と の 関係 は , 特に 石油 の 生成 環境 と も 関連 し て 注目 すべ き 問 題 で あろ うと 思わ れる 。 
今回 の 調査 及び 分 析 で は 450m GEL FTI BAAR DOTA, これ 以深 に 於 て 果 し 
て 海 成 堆積 物 中 の 有機 物 が どの 様 に 分 布 す る か 今後 検討 すべ き 問 題 で あろ う 。 


2) 抽出 有機 物 の 組成 に つい て 
カラ ムク ロマ トグラフ で 得 ら れ た 各 試 料 の 落 出 分 の 割合 を HC-As-R の 三成 分 系 図 に 


第 3 図 
HC 


1. near-shore fine sand zone HC. fest7k& 

2. off-shore coarse sand zone As. O-N-S 化合 物 
3. silt and clay zone R. Bees 

4. 
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依っ て 未 す と 第 3 図 の 如く で near-shore fine sand zone か ら silt and clay zone に 
か は て 記 化 水素 量 が 増加 し て いる 分 布 関 係 六 明 瞳 に 認め らち れる 。 庫 筆 者 が これ 迄 行 な つ た 
八郎 潟 底層 試料 り OY DLT S LIVENBD A774 ン 系 ・ 芳 香 族 系 ・ ア スプ ファ ルト 
質 の 各 深 出 分 の 平均 値 6.6%, 6.2%, 21.196 に 対し , 陸 棚 堆積 物 は 夫々 13.196, 9.396, 
34.496 で 各 深 出 分 と も 多い 組成 関係 が 認め られ 三成 分 系 図 で も 明確 に 区 分 され る 。 


4 BY 
so 8 
00@ 

Ie ° 
aX 
4K A e 2 
ka 
aN © e 3 

© 

© 4 
5 19 5 20% 
Ae { EIK SS 

1. near-shore fine sand zone 2. off-shore coarse sand zone 
3. silt and clay zone 4. 八郎 潟 底層 


叉 抽出 量 に 於 いて 八郎 潟 の 0.1626 WoxPL, 0.0626 と は る か に 少な い に も か ゝ わら ず 
アル ミナ 柱 に 吸着 され る polar compounds が 比較 的 少な い 事 は 本 質 的 に は 堆積 環 葉 を 
反映 じじ て いる も の と は 云え 注目 すべ さき 事 で ある 9 次 に パラ フィ マン 系 と 芳香 族 系 の 夫々 の 
沙 出 分 の 量 的 関係 を 第 + 図 に 示し た が , 本 地域 の 陸 枝 堆積 物 の 炭化 水素 は パラ フィ VES 
% ) NERD AWAY Vc Re GIKSA GAD 7s CRAG 74 v / SFR A MAS LOE Lb 
較 し て 現世 堆積 物 中 の 有機 物 の 一 つの 特徴 と 云え る 。 こ れ ら の 有機 物 組成 の 相 異 は , 根源 
物質 と し て の 母 材 有 機 物 が その 支配 的 な 要因 を な し て いる も の と 療 え られ る 。 

ATH FCC & 72) GAPS & a Te HORA EAS, 鷹 質 試料 の 探 泥 に 多大 の 便宜 と 御 助 力 
を いた くい た 海上 保安 庁 水 路 部 の 工藤 訂 策 ・ 性 野 通 平 ・ 佐藤 了 セ の 諸氏 並び に より い 丈 . 
天海 丸 ・ 明 洋 丸 の 各 職 員 に 感 准 の 意 を 表す る 。 又 調査 共に 参加 し 種々 御 討 論 を いた ゞ 
いた 東北 大 学 の 岩井 淳一 ・ 増 田 孝 一 郎 ・ 塩 原 鉄 郎 ・ 熊 谷 寺 一 の 講 氏 , AAA Ske 
の 小湊 陽 氏 , 東京 大 学 の 加賀 美 英雄 民 に 厚く 御礼 申し 上 げ る 。 


1) 
2) 


加藤 毅 雑 , 島田 克郎 : eK, 41, 9~15, 1957. 
島田 克郎 : Gk, 42, 82~89, 1958. 
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滑石 肺 よ り 得 ら れ た 滑石 結晶 に つい て 


On the talc crystals obtained from a 
talc pneumoconiosis lung. 


J. A f@ = (Kenzo Yagi)* 
Am aeiy Y= (Kiyoshi Konno) ** 


Abstract : This is the first case of a talc pneumoconiosis not as- 
sociated with tuberclosis or other diseases in Japan. The talc crystals were 
separated from the dried lung tissue after the Sundius and Bygdoen 
method, amounting over 10 % in weight of the lung tissue. The crystals 
are prismatic or scaly in shape, and 0.004—0.016 mm in length. Colorless 
and distinct cleavages. Refractive indices a=1.540, Y=1.585. X-ray 
diffraction pattern shows several peaks characteristic to tale. The chemical 
composition of this talc is shown in Table 3, and is compared with talcs 
from different localities in Table 4. The chemical formula of this talc is 
calculated as Ay 29 Mg 14 Sig.09 O12.00- 


Loar oe a 


鉄山 に お いて , 石英 粉末 を 肺 中 に 吸収 する こと に よ ょ つて , WS Eli (silicosis) の 
症状 を 呈 する こと は , 周知 の と ころ で ある 。 また 滑石 粉末 を 吸収 し た と き に お こる 滑石 肺 
(talc pneumoconiosis) %, #4) Thorel) に よ ょ つて 報告 され て か ら , 講 外 国 で は 多 
BOO DAMEN COS し か る に 我国 で は 従来 その 例 が な く , 最近 瀬 良 , 田中 5, 
高橋 6) ら に より , 滑 右 肺 と 結核 と の 合併 例 で 死亡 し た 禄 検 例 が 報告 され て いる に すぎ すず , 
純粋 の 滑石 肺 の 生 検 は 報告 され て いな い 。 最近 われ われ は 滑石 肺 の 一 例 を 発見 し , SOA 
検 を お こない , その 肺 よ り 得 られ た 滑石 結晶 に つい て , 詳細 な 久 物 学 的 研究 を 行 つ た 。 そ 
の 生 検 結果 や 病理 的 処 見 の 詳細 は 他 ?) に 述べ て ある の で , ここ に は その 概要 の み に と ど め , 
鉱物 学 的 研究 の 詳細 を 報告 し た い s 


* 東北 大 学 教養 部 地学 教室 

** 東北 大 学 抗 酸 菌 病 研究 所 

1) Thorel, C : Beitr. Path. Anat., 20, 85, 1896. 

Ze DKesseuy VIC. sae) ndusts EDS 1938: 

SOFTEE Wee batons Rand Hobbs WA Ay. re Ames Ie 
R6ntgenol., 47, 507, 1942. 

4) Seeler, A.O., Gryboski, J.S. and MacMahon, H.E. : A.M.A. Arch. 
Indust. Health, 19, 392, 1959. 

5) HAE, 田中 : 労働 科学 , 32, 287, 1956. 

6) 高橋 , 福井 , 瀬 良 : 大 阪 工 試 季報 , 9, 242, 1958. 

7) GES, 金 淵 一 郎 , 八木 健三 : Reo (印刷 中 ) 
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2. 病 理 的 MR 


ee (49 才 , 和男 ) は 1934 年 満州 営 唱 に ある 満 洲 タ ルク 株 式 会 社 に 入社 し , KATE 
の 滑石 原 鍼 より タル ク 粉 末 を 鑑 造 する 部 門 の 現場 監督 と し て 勤務 し た 。 この 現場 は 滑石 徴 
粉 を 備 わ け する た め , Hm さき は 識別 が で き な い ほど 粉 鹿 が 立ち こめ , 作業 後 は 顔 が 真 
自 に な る ほど で あつ た と いう 。 こ こ で 1 年 間 働 いた の ち 人 退社 。 それ 以来 な 沿 右 粉 鹿 を 吸収 
する よう な 事 は な か つた 。 
患者 は 体格 中 位 , 栄養 良好 , 体温 正常 で , 胸部 理学 的 所 見 は 打診 , 聴診 と も に 正常 で , 
肺 機能 に も 異状 は みとめ られ な い 。 ま た 肺 知 性 , 弾性 抵抗 な ども ほぼ 正常 で あり , 心臓 カ 
テー カル に は よる 所 見 で や 異常 は みとめ られ な か っ 7 た 

し か し べ ぶ 線 的 所 見 に よる と 両 肺 全 野 に わた り , PARED, ZOMRMKARO hE 
大 の 結 備 が 見 られ , 特に 右側 に 多く 見 られ る 。 全 体 と し て 鹿 肺 第 1 度 の 所 見 で あつ た 。 こ 
Die BANS TERE SRR COM, 肺結核 要 注 意 よ と され て きた と いう 。 

つぎ に 右 第 5 IDC CBHI LC, 肺 生 検 を お こなつ た と ころ , 右 肺 全 部 に 亜 米 粒 大 及び 
SERIA D BER OS EB fen S av, 特に 中 工 S。 下面 に 小指 頭 大 の 硬 結 が 鍼 知 さ れ た 。 こ の 
中 , 下 華 を 切除 し た 。 な お この 患者 は 手術 後 約 1 ヵ月 で 退院 し , HEBUSELLCRE 
RS 


oon. 


3. RRR RR 


摘出 肺 は 中 , PUES BIC —BRICPA., 抵抗 を 増し , 表面 は 肺 胞 構造 が 粗 と な り , 所 々 
(RABE BUT IKA GD BRA KDHE SL So この 病理 組織 標本 を TAGE PIC ATS 
と , BO BEEK, 針 状 また は 鱗片 状 の 結晶 が 無数 に 存在 し , や や 平行 な 配列 を 示す 。 こ 
OE OMS, AAEM PICEA Sh, また 異物 巨 細 胞 の 中 に 多数 香 食 され て いる 。 
この よう な 知 食 細胞 か ら な る 結節 状 病巣 は , 一 種 独 得 な 形 を な し , FENN ABASZEAR 
硝子 様 変 性 に お ちい る 所 見 は な みとめ な い 。 結節 は 一 般 に 小さ い が , その 分 布 は きわ め て 窒 
で , 一 部 は 互い に 融合 し , 健康 な 実質 部 は きわ め て 僅か に な つて いる (第 1 図 )。 

し か し これ ら の 結 品 は 必 し も 均一 に 分 布 し て いる の で は な く , 全然 結 品 を ふく まな い 部 


| . 第 2 図 MA. 十字 = コル . WRITER 
第 1 図 遍 組 織 標本 (x300) す の が 滑石 結晶 (x300) 
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第 3 図 Wali LES MO BAN 滑 右 肺 中 の 滑 右 結 品 
灰分 の 比較 
te 

Talc lung Normal lung 

Dry wt. 6g Dry wt. 6g 

Ash 0.7g Carbon & 

Ash 0. 02g 

分 も み ら れ る 。 one CAB IK BOM 滑 右 肺 中 の 滑石 結晶 の 電子 
十字 = コル で 観察 する と , か な り 高 い BGS SL (< 4500) 


複 屈 折 を 示し , BRS ENZO 
か され る (第 2 図 )。 結 品 の 大 き さ は 
0.004~0.016mm CHA, BLE 
GFR (第 5 図 ) より も 明か な よう 
に , ON 5 ORI, きわ め て 鮮明 
な 自 形 輪 廊 を 示し , 肺 の 細胞 と 反応 し 
た あと が 全く みとめ られ な い の は 注目 
FAXRCHS350 


4 光学 的 性 質 
肺 組織 より 滑石 結晶 を 分 離す る に は 
Sundius 及び Bygdoen の 方 潜り に 
従 つ た 。 す な わ ち 肺 組 織 を 5 mm 角 の 細 片 に 切り , よく 水 で 血液 その 他 を 肖 出 する 。 つ 
ぎ に 3096 過 酸 化 水素 を 少し ずつ 加え , 70°C iA KAMAE Zo FAL AMINA 
部 過 酸 化 水素 に て 破壊 され , 炭 末 及び 結晶 のみ が 下 に 光 下 する 。 こ れ を 遠心 分 離 器 で 演 涯 
させ た も の を と る と , 結晶 が 殆ど 大 部 分 を 占め る 。 

強く 加熱 する こと に より 滑石 中 の 結 品 水 が 失 われ る お それ が ある た め , 肺 を 焼 和 約 す る こ 
と は 好 し く な い 。 こ の 過 酸 化 水 素 法 に よ つ て 肺 乾燥 量 6g より 0.78 の 灰分 (大 部 分 が 
結晶 ) が 得 ら れ た が , 一 方 正常 の 肺 同 量 を 同じ 方 法 に こよ つて 灰 化 する と , 僅か に 0.02 g 
の 炭 末 と 思わ れる も の が 得 ら れ た に すぎ な い (第 3 図 )。 

の 灰分 を 鏡 下 に 検 す る と , 大 部 分 が 結晶 で , わずか の 炭 末 を ふく む に す ぎ な い 。 

= OSE RRA Fels HEAR, 巾 は 0.001~0.004 mm, fe & 0.004~ 0.016 mm 
で ある 。 He CRUE 7 BER PPL. 直 消 光 を な し , 正 の 伸長 を 示す 。 

屈折 率 は つぎ の よう で ある 。 


1) Sundius, N. and Bygdoen, A. : J. Indust. Hyg. Toxicol.,20, 351, 
1938. 
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a = 1.540, y= 1.585, y—a = 0.045 

A 及び 光 還 角 は 結 品 が 微細 な た め , 測定 で き な か つた 。 こ の 灰分 中 の 結晶 は , 病理 組織 
標本 中 の 結晶 と 全く 同一 の も の で ある (第 4 図 )。 

車 者 が か つて 作業 し て いた タル ク 工 場 で 用 いら れ た 原 鉄 と 同 産 地 と 考え らち れる, 滴 洲 大 
大 橋 聖水 寺 産 の 滑石 を 検 す る と , 肉眼 的 に は や や クリ ー ム 色 を お び た 映 白色 で 脂肪 光沢 を 
bd, POE AOMAMRAS じ る し い 。 鏡 下 で 検 す る と , すべ て 滑石 の みよ りな り , 
その 形 は 長 柱状 また は 鱗片 状 で , 長 さ 0.02~0.09mm, 市 0.008~0.02mm で , と き 
に は これ ら の 結晶 の 放射 状 の 集合 体 も みち ら れる 。 屈折 率 は 

a = 1.540, y= 1.586. 

や や ゃ 大 き な 集 合体 に つい て 光 軸 角 を は か る と , BORAT BRERT NERS 
の きわ め て 小さ な 結晶 の 微小 片 が 重り 合 つ た た め と 考え られ る 。 お そら く 2V (—-) <20° 
位 の 光 軸 角 と 推定 され る 。 

Yoder!) は MgO—Al,0O,—SiO,-H,O 系 に お いて 純粋 に 3 MgO:4 SiO。・ H,O の 
組成 を も つ 滑 石 を 合成 し て いる が , その 屈折 率 は 

a = 1.540, y = 1.575 


で あぁ る 。 
これ ら の 光学 的 性 質 を 表示 すれ ば 第 1 表 の よう に な る 。 
素 に 明か な よう に , 本 資料 と 大 石橋 
1 産 滑 石 の 屈折 率 は , 測定 の 誤差 の 範囲 
内 で 一 致し , また その 他 の 諸 性 質 る も 全 


| 本 資料 | 次 民族 | 合成 滑石 く 同 じ で ある 。 し た が つて この 思 者 の 

1.540 1.540 1.540 肺 よ り 得 られ た 結 品 は , 滑石 で ある と 

1.585 1.586 1.575 決定 する こと が で きる 。 た だ 結 品 の 大 

Y-a 0.045 0.046 0.035 き さ が , 大 石橋 産 滑石 より いち じ る し 
2V(-) ーー | 0~20° ーー く 小 さい の は , 肺 に 吸収 され た も の で 


あぁ ある た め , 小さ な も の の み が 通 過 し た 
(NOG ZUSD 2 SE CE DS 
Yoder の 合成 滑石 に 比べ て , Y の 値 が や や 高い の は , BATS LI cA AHI, 
少量 の 鉄 が 信 有 され て いる た め と 考え られ る 。 な お この 試料 に る, 大 石橋 滑 右 中 に る も, 滑 
右 以 外 の 鉄 物 は 混在 し な か つた 。 


5. X 線 回 折 
上 述 の 試料 に つき ※ 線 ガイ ガー フレ ックス に より その 粉末 X 線 回 折 像 を と つた 。 そ の 撮 
影 条件 は Cu 対 陰極 に よる CuKe (1.5418 A) を 用 い , スカ ニン グ の 速度 は 1°/min で 
ある 。 こ の 回 折 像 を 第 6 図 A に 示し , これ より 計算 に よ つ て も と め た d(A) LI (強度 ) 
LROX OR 2RICRL Ro 
第 6 図 B に は Yoder に よる 合成 滑石 の 廻 折 像 を 示す 。 図 に な る よう に , 両者 の ピー 


Do der SA en J. Sci. Bowen Vol., 569, 1952. 
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第 6 図 HAOWMA X ATK 


Degrees 20 ( CuKa) 


ク の 強度 は や や 異 つ て いる が , その 角度 は よく 一 致し , 


これ ら の 結 品 が 滑石 で ある こと を 明か に 示し て いる 2a 第 2! 表 
20 d I 
6 化学 組 成 9°29’ | 9.3095 74 
19° 3’ | 4.0508 23 
切除 し た 肺 組織 の 細 片 を バー ナー で , 比較 的 低い 温 ae pene ae 
ECRSL, BEMROBAKE Bi? Lk BN 48°44’ | 1.8685 8 
LEO, 400°C BML LIA, 37.14% の 減量 54°54’ | 1.6723 4 


th, WRAD KSA Bonk. これ は 上述 し た 

Sundius 及び Bygdoen 法 に よる 灰分 と 同じ く , ほとん ど 炭 末 を ふく ま ぬ ぬ 結晶 の みか ら 

な る こと が わか つた 。 し た が つて 37% を こえ る 知 熱 減量 は 大 部 分 炭素 と 水分 と で ある 。 
3 で て 得 ぽ れ な た 試料 だ つい て 性 博 主 を わ ず ぢ ど わ 民 て 化学 分 折 む お こなつ た 。 ご ざれ に 


第 3 HR 人 肺 よ り 得 た 滑石 の 化学 組成 (分 析 者 : RD) 


Wt. % - Mol. Prop. | 


Atomic Ratio 


SiO, 55.01 917 || 
TiO, 0.00 = | 
Al,O, 0.89 9 Si 917 
Fe;O3 2.85 18 Al 18 09 4.00 
MnO 0.00 = | He 18 
MgO 28.69 717 | Mg 717 Leora ae 8.14 
CaO 1.99 36 | H BOG raw ns men memes 1.70 
Na,O 0.€3 10 O 1G Bir om sins es 12.00 
K,0 0.13 1 
PO; 6.30 44 
Ig. Loss 3.59 199 
Total 100.08, 

| 
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第 4 表 
a EE SE CR RE as 

(1) (2) (3) (4) (5) (8) 
SiO, 55.01 60.20 | 61.83 | 60.02 | 59.85 63.5 
TiO, 0.00 = = = = 
Al,O3 0.89 sa 1.28 3.93 1.32 = 
OR 2.85 me ae Ae: a 
FeO ae at 1.58 : : = 
MnO 0.00, = 0.00 si m a 
MgO 98.69 | 27.27 | 30:77 | 29.55 | 28.85 31.7 
Ca 1.99 ibe 0.25 — 0.86 = 
Na,O 0.63 ee 0.12 se = = 
K,0 0.13 me 0.13 = = = 
P,0, 6.30 = ee se a = 
‘eat oe = = = 0.08 = 
Ig. Loss 3.59 4.33 4.70 5.00 5.12 4.8 
Total | 100.08, | 100.16 100.66 | 99.22 | 100.88 100.0 


(1) 人 肺 よ り の 滑石 

(2) 埼玉 県 秩父 鉄山 産 滑石 , 不破 , 伊藤 分 析 ( 昌 本 学術 振興 会 報告 7, 545, 
1930) 

3) 長崎 県 大 事 村 滑 石 片岩 中 の 滑石 , 瀬戸 分 析 Cask 1, 234, 1929) 

4) 朝鮮 感 鏡 北 道 小 華 陽 洞 産 滑石 , 水 間 分 析 (朝鮮 鉄 業 報 告 7) 14, 1932) 
5) 群馬 県 産 滑石 (吉木 文平 Hips, 1958) 

6) 滑石 の 理論 的 組成 


は 多量 に 存在 し , アル ミナ が 少量 で た め , WO CHE ATR Re PEPE DZ Po 
その 結果 を 第 3 表 に 示し , 第 4 表 に は 我国 及び 朝鮮 産 の 滑石 の 化学 組成 と 比較 し た 。 

表 に みる よう に , POs 含有 量 が きわ め て 高い こと , Fe2O。 と CaO 含有 量 が や や ゃ 高 
いこ と , これ に 反し SiO, と MgO 含有 量 が や を 低く , 燈 熟 減量 な 低い こと が 注目 され 
Bo 試料 は 灯 熱 され て いた か ら , 鉄 は すべ て Fe。O。 と し て 求め られ て いる が , その 一 剖 
ve FeO と し て 存在 し た る の で ある 。 また アル カリ る も 他 に 上 比較 する と 高い すなわち 
P。O。, CaO 及び アル カリ の 少く も 一 部 は , 肺 組 織 中 に ふく まれ て いた 有機 物 よ り 由 来 し 
た も の と 考え られ , 滑石 の 本 来 の 組成 か ら 除 か な けれ ば な ら ぬ と 思わ れる 。 

表 に お いて 人 体 肺 に 由来 する と 思わ れる P.O; CaO, アル カリ を 除き , また Fe。O』 
の 半分 を 不純 物 と し て 除き , 油 石 の 化学 式 を 算出 し て みる と , 

Hizo (Mg, Fe)gig AD O12.00 

と な り , YeaoRraash H,Mg3Si,01, (eee Eph 2D Syn ey lel が 少な い の は , B 
分 灰分 を 400°C ょ り 低 い 温 度 で 加熱 し た 際 に , H,O が 損失 され た た めで あろ う 。 ま た 
Mg が や や ゃ 多く な つて いる の は , Mg に 加え た Fe の 中 の 一 部 が , 血液 に 由来 する Fe 
だ つた も の と 感 わ れる 。 

これ ら の 点 を 老 慮 に 入れ る と , この 滑石 の 化学 式 は 理論 式 と 実に よく 一 致す る と いい う 
る で あら 9 

以上 の べた こと か ら 明 か な よう に , これ ら の 滑石 結晶 が 肺 中 に 吸入 され な た 後 も る も, その 化 
学 組成 を 全く 変じ な いま まで ある こと は , さき に の べた ょ よう に 結 品 の 輪 廊 が 全然 侵 触 され 
て いな いこ と と 考え あわ せ て , まこ と に 興味 ある こと と いわ ね ば な ら ぬ 。 


uw oe & x 17 


7.8 


OEE CHS NAO AMNIMA IAD A Cla ¢, MESES, BIG, 石英 な 
さ ど を 含む こと が 多く , LSA INE CRMO—-MHAKT EACLE OHO, まな た 
化学 組成 で も Mg が 少な く , Al な ど が 多く な つて いる 。 ま た 滑石 結 品 に は 20 gz へ 50 k 
位 の 長 さ の 両端 の 膨 ん だ 亜 鈴 形 の も の が よく 見 られ て いる よう で ある 。 これ に 反し われ ね わ 
れ の 例 は 以上 の べた こと か ら る も 明か な よう に , 純粋 な 結 品 の み の 吸 入 に よ つ て 生じ た 江 石 
肺 で ぁ る 。 心肺 機能 検査 で は , 極 く 一 部 の 機能 が わずか に 低下 し て いる 点 を の ぞ け ば , 殆 
ど 異 常 が な い 。 し か る に 生 検 材料 を みる と 肉眼 的 に は 粟 粒 大 の 結 和 飾 を 生じ , GEE CRIS 
と , ほとん ど 正 常 の 肺 胞 が みとめ られ ぬ 程 , 春 食 細胞 の 漫 澤 と 肺 胞 壁 の 肥厚 が みとめ られ , 
知 食 細胞 に は 無数 の 滑石 結晶 が ふく まれ て いる 。 

EPMO RNID BRED 107% 以上 も あり , その ほとん ど が 洪 石 結 品 で ある 。 こ の 
よう に 無数 の 滑石 が 肺 の 中 に 含ま も れ て いる に も か か わら ず , 心肺 機能 に は ほとん さ ど 変 化 を 
示さ な いこ と は 注目 すべ きこ と で ある 。 

これ は 1 つ に は 現在 の 心肺 機能 検査 法 が か な り 粗 略 な も の で ある こと が 考え られ る が , 
また これ ら の 滑石 が 単に 知 食 細胞 に 知 食 され て 肺 中 に 存在 する と いう だ け で , その 形状 や 
組成 か ら も わか る よう に , 全然 周囲 の 肺 の 細胞 と 反応 を お こなつ て いな いこ と に よる の で 
あぁ ある 。 こ れ に 反し 弐 肺 の 場合 に は 石英 が , 周囲 と 反 褒 し て 有害 な 酸 を 形成 する の で あぁ つて 
石英 は まわ りか ら 族 解 さ れ て いる の で ある 。 一 般 に 化学 的 に も 岩石 学 的 に も 安定 で ある 石 
英 が , MFRAO SDD CHV BIC 5 OCH ENS TH LIRR o 

滑石 は 石英 と ち が つ て, 化学 的 に は きわ め て 安定 で , 肺 と は 何等 反応 し な いこ と は 注意 
せ ね ば ぼ なら な い 。 ま た , 滑石 は 単に 知 食 細胞 に 呑 食 さ れ て 肺 中 に 存在 する だ け で , TEREEE 
酸 の 如く 有害 に は 働か な いも の と 考え られ る 。 


8. tf 論 

約 1 年 間 滑 大 工場 で 側 粉 に 徒 事 し た 患者 の 心肺 機能 検査 を 行い , 生 検 し た 。 そ の 肺 は 病 
理 組織 学 的 に は 栗 粒 大 の 結節 が ほとん ど 肺 全部 を HD, 健康 な 部 分 は わずか し か 認め られ 
な か つた に も か ゝ わら ず , 心肺 機能 は ほとん さ ど 正常 で , わずか に 肺 拡 散 人 能力 と 肺 小 動 脈 抵 
抗 が 異常 値 を 示し た に すぎ な か つた 。 これら の 所 見 は , EREBMIc kb Mon EMOR A 
と は 全く 異な る 。 
摘出 肺 の 病理 組織 標本 を 検 鏡 す る と , 無数 の 滑石 結 品 が 存在 する こと が 確か め ら れ た 。 
これ を 肺 よ り 分 離し て 光学 的 , ※ 線 的 , 化学 的 な 研究 を 行 つ た と ころ その 化学 式 は , 

Hi M8g3.14 Sigoo Oi2.00 

屈折 率 は &=1.540;17=1:585 
で , ほとん ど さ ど 純粋 な 滑石 で ある こと が 有明 か に され な た 。 


終り に 滑石 の 化学 分 析 の 労 を と られ た 東京 工業 大 学 桂 敬 博士 , 病理 学 的 研究 に 特 援 助 い 
た だ いな た 東北 大 学 抗 酸 菌 病 研究 所 人 金 淵 一 郎 博士 , 同 中 村内 科 滝 島 任 博士 に 深 基 の 感謝 の 意 
を 表す る 。 
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3 fii TE O sh ty A A ce A 
Mineralogical problems on silicosis 


4 @ #8 © (Kunihiko Koga)* 


鉄山 に 於 ける 特異 な 職業 病 と し て 斑 肺 (silicosis) の 存在 する こと は , RRA ARMB 
床 学 を 学ぶ も の に と り 常 識 と な つて いる 。 弐 肺 症 と は , FH PHB AT S 7s GK 
物 鹿 が 吸気 に よ つ て 肺 に 達し , こ ゝ に 繊維 症 を 起す 疾患 で あつ て , 喘息 や 肺 導 の 併発 を 起 
す も る の と し て , 近 時 非常 な る 注目 を 惹 い て いる 疾 思 で ある 。 

この 病気 が 科学 的 に 研究 され る よう に な つた の は , 鉄山 労働 者 が 世に 認め られ る よう に 
な つた 20 世紀 以後 の こと で あぁ つて, 本 邦 に 於 いて る も 現在 理 肺 問題 と 取り 組む 医者 の 数 
は , 相当 の 数 に の ぽ つ て いる 。 

し か る に , MAIEME BTRMMACHS MD, また 鉄 物 の 如何 な る 特質 が この 病気 の 
原因 と な る の か , 或いは これ ら が radioactivity と どの よう に 結び つく だ ろう BD EBO 
た 問題 に 関し て は , 我々 鉱物 学研 究 者 の 努力 に 條 つっ と ころ が 多い 。 

すでに 1949 年 八木 健三 教授 は , BUOSHEAORRSRRODIC kO CHAE 

MAVICRRL, また 大 森 落 一 教授 も 1955 年 に 坦 肺 病巣 の X 線 回 折 に よる 同定 に 尽力 し て 
理 肺 病理 学 の 一 四 を 担 つ た 。 筆者 は こ ゝ に , 医師 の 閉 し た 弐 肺 病 に 関す る 論文 の 若干 を ま 
と め , 多 物 学 的 生理 学 の 参考 に 供し た い 。 

中 村 隆 , 赤池 正 次 , 中 込 泉 氏 等 は 「 弐 肺 に 関す る 研究 」 に 於 いて 寺 肺 症 の 定義 及び 
PREAAY ABR AN, 寺 肺 が 発 鹿 性 職業 者 の 間 に 発 生 す る 職業 病 で あり, この 被害 は 生産 的 
活動 の 最も 盛ん な 鉱山 , 工場 等 に 最も 多い こと を 明か に し た 。 こ の 研究 の 調査 築 囲 は 主 と 
し て 東北 地方 の 金属 鉄山 で , その 岩石 及び 粉 座 の 坦 酸 含有 量 を 八木 健三 教授 の 援助 に より 
分 析 し て いる 。 

まな た 同 兵 等 *) は , [MORO] で , AMES Bee L DS OWES 
り , 発 鹿 作業 場内 で 従業 する 者 の 吸入 する 鹿 頑 の (1) BREE, (2) BE. (3) 大 き 
さ , (4) 就労 期間 の 4 つが 最も 大 き な 素 因 と な る こと を 述べ , HAS, BK, eH 
と いつ た 職業 別 の 本 症 発 生 頻 度 , SNR, FORE BREE REL 

次 に 中 泉 氏 や Vk | ROA KIC MIST BIS SO SC, BBE DO AREY 
BRL, Pe RRC k OTHRRUSBORRSEG EE ROK. 

次 いで 中 込 泉 , MG FREE, 柳谷 昌一 氏 等 が は , 病因 を 石英 と 考え れ ば その 硬度 及び 


’ 東北 大 学 理学 部 岩 右 鉱物 録 床 学 教室 , PATEL EX NEL RS BN ET Bo 
1) 中村 隆 , 赤池 正 次 , 中 込 泉 : 東北 医 誌 , 41 別冊 , KLUB RRS 
154~160, 1949. 


2) 中村 隆 , 赤池 正 次 , 中 込 
169. 1949. 

3) 中 込 泉 : 東北 医 誌 , 45, 257~260, 1951. 

4) 中込 泉 , 鳴 原 勇 次 郎 , 柳谷 昌一 : 東北 医 誌 , 46, 506~510, 1952. 


m : 東北 医 誌 , 41 別冊 , Skee RES, 161~ 
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形 に よ ょ る 機械 的 作用 が 弐 肺 結 飾 の 起因 と な る (物理 説 ) で あろ う が , 非 品 質 の シリ カゲ ル 
又は 理 河 土 に よ つ て も 本 症 が 起り 得る こと を 述べ , 病因 の 実体 を 把握 する た め に も, ER 
自体 の 特質 を 究明 する こと が 急務 で ある と 考え て , [AROWREIC OWT] を 実験 し た 。 

PABA) は 弐 肺 発生 の 機構 を 想定 し , 鞍 肺 発症 が 鉱山 内 の 鹿 夫 中 OMAMEKK 
接 に 関係 する こと か ら , 斑 酸 特に 遊離 廷 酸 に 対す る 本 質 究明 の 必要 を 説き , 更に 岩 夏 中 の 
総理 酸 量 と 石英 量 と の 相 異 か ら 分 析 方 法 に 再考 の 余地 ある こと を 述べ た 。 

次 に 阿部 彰 氏 *) は 「 石 英 定量 潜 」 に つい て 研究 し , 理 肺 発生 の 因 と な る 鉄 物 と し て 石 
英 の 他 に 石綿 , 絹 雲 母 等 の 鉱物 を 挙げ , 理 肺 結節 の 原因 物質 を 決定 する た め に は , 臓器 中 
の 石英 定量 が 先ず 必要 で ある と 述べ て , 石英 定量 法 の 二 , 三 を 紹介 し た 。 

また 同氏 3 や は 筆 を 改め て 医師 が 使用 する 遊離 理 酸 (free silica) の 語 に つい て 述べ て 
いる 。 即ち 初め 環 肺 の 病因 と 考え られ た 石英 が 班 酸 の 結 品 で ある と ころ か ら Haldane は 
one JERSE (crystalline silica) と 呼び , その 後 I6tten 及び Arnoldi は こ 
れ に 対し て 遊離 結晶 理 酸 (free crystalline silica) の 語 を 人 与え, 後 病因 の 物理 説 が 香 定 
され る に 及び , 上 記 中 か ら 結 晶 の 語 を 和 省 い て 現在 の 遊離 革 酸 (free silica) と 云う 語 が 用 
いら れる よう に な つた と 云 つて いる 。 そ し て その 実体 に つい て は 石英 (@ 8) BE (@, 
By By) BEE (a) B) の 7 種 及 び 非 唱 質 無水 環 酸 , 右 英 ガラス 等 を 挙げ て いる 。 化学 分 
Lee eeRicw L CRADEM (excess silica) を 遊離 (free) と 呼び , MMe HE 
Dod DREGE LC TERED IRAE H SEEM TH L CMEC ARC LeEMSN 
て , その 定量 に 関す る 実験 を 試み た 。 

次 いで 柳谷 昌一 氏 必 は 「 廷 肺 の 分 光化学 的 研究 」 を 行い , 人 体 に 於 ける 各種 無機 物質 の 
研究 に 分 光 分 析 法 を 応用 し た 例 を あぁ あげ, この 方 法 を 応用 する に つい て の 長短 を 論じ てい 
る 。 又 同氏 5) は 肺 内 無機 質 に 於 ける 微量 元素 に 着目 し , (1) ENP RUSE I lc KAD 
られ る 8 元素 AL Ca, Cu, Fe, Mg, Na, P, Si, (2) ほ ゞ 確実 に 存在 する 3 元素 Mn, 
Pb, Zn, (3) JEEEMVC SZ < EMC OABAD ENS 470K Ag, Cd, Mo, Ni, (4) # 
VOJESEM k DEEMNCH LC BROKDDELT AL Si Zn 等 を 定め , また 微量 成分 に 
つい て 造 岩 鉄 物 組 成 と 肺 内 無機 質 と の 間 に 関 連 性 の あぁ る こと を 認め た 。 同氏 8) は 更に 細 倉 
釣 山 に 於 いて 浮遊 鹿 頑 及び 堆積 塵 垢 の 組成 は , 鉱石 より むし ろ 母 岩 の そ れ に 近い こと , 弐 
肺 中 の Al, Si は 母 岩 及 び 和 粉塵 中 の 値 に 強い 関連 性 の あぁ る こと 等 を 認め た 。 

別に 中 込 泉 , BURY, 関川 利 彼 氏 等 ” (A EEMTAEMO X 線 回 折 法 に よる 研究 を 行 つて 
いる 。 即ち 肺 内 に 於 いて 水 和 を 受け た 妥 質 次 元 の 石英 又は シリ カゲ ル と し て 存在 する 東 
BO X 線 回 折 を , 大 森 藩 一 教授 の 援助 に より 行 つ た 。 方 法 と し て は , 球 肺 試料 を 乾燥 , 
Bet, RALOFIR kO CAML, NHR (FeKa) に より 粉末 写真 を 撮影 し た 。 そ の 結果 


) 中 村 隆 : 東北 医 誌 , 47 別冊 , 鉄山 医学 特 幡 号 , 22~24, 1953. 

) GUE : 東北 医 誌 , 47 別冊 , SKE RRS, 90~97, 1953. 

) BURY : 東北 医 誌 , 47 別冊 , SUAS, 98~100, 1953. 

) 柳谷 昌一 : 東北 医 誌 , 49 別冊 , GUA RRS, 387~ 388, 1954. 
) 

) 


MISSB— : 東北 医 誌 , 49 別冊 , SKE, 393~396, 1954. 
PISS— : 東北 医 計 , 49 FU, SURE, 397~400, 1954. 

7) 中 込 泉 , BUS, 関川 利 弘 : 東北 医 誌 , 53 別冊 , SKIL BEA RE, 200~ 
207, 1956. 
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SEM 14 例 中 に 11 例 ま で 石英 を 認め , TOMOBMPAPCLEKRD Blt MALRMes 
えら れる 結晶 性 回 折 像 の 認め られ た も の が あつ た と 述べ て いる 。 

以上 か ら 明 か な 様 に X 線 回 折 , 分 光 分 析 或 い は 化学 分 析 の 方 法 に より 幾多 の 問題 ヶ 解 
決 さ れ た が , 尚 困難 な 問題 が 残存 し て 我々 久 物 学研 究 者 の 手 を 待つ て いる 。 勿論 生理 学 及 
び 病 理学 に つい て の 知識 な し に は , この 問題 を 究明 する こと が 不可 能 で ある こと は 言 を 傘 
た な い 。 従 つて 鉄 物 学 と 生理 学 の Grenzgebiet EMMICL LD tT SARE BRO 
HES NSA WBNS (biomineralogy) が 今後 更に 多く の 問題 を 解決 し て 坦 肺 絶 滅 
の 鍵 と な る の で は ある まい か 。 

終り に 終始 御 指導 を 賜 つ た 大 森 砂 一 教授 並び に 東北 医学 雑誌 を 貸与 され た 古賀 良彦 教 
授 に 詩 意 を 表す る 。 高 本 研究 に 用 いた 費用 の 一 部 は 文部 省 科学 研究 費 に よる こ と を 明記 
し て 調 意 を 表す る 。 


新刊 紹 介 - 


Researches in Geochemistry By Philip H. Abelson. 過去 10 年 間 に 地 球 科 
学 の 研究 が 著 る し く 進 歩 し , 1955 年 に は 地球 化学 会 (Geochemical Society) が 設立 さ 
れる に 至 つ た 。 ワ シン トン の 地球 物理 学研 究 所 で は 地球 化学 に 関す る を ミ ナー を 同 研究 
所 並び に Johns Hopkins 大 学 で 1957-1958 学年 に 開催 し た 。 この 論文 を まとめ て , 
同 所 長 Abelson に よ ょ つて 出版 され た の が 本 名 著 で ある 。 広 く 推 薦 す る 。 

この 内 容 は 次 の 通り で ある 。 (1) Sedimentation on the Ocean floor. (2) Rates 
of geochemical reactions at low temperatures and pressures, (3) Geochemical 


indicators of marine and fresh-water sediments (4) Geochemical prospecting. 
(5) Geochemistry of organic substances. (6) Some chemical aspects of petro- 
leum genesis. (7) Mineral assemblages of the Green River formation (8) 
Tritium in Hydrology and Meteorology, (9) Measurement and use of natural 
radiocarbon. (10) Geochronology. (11) The variations of the OS/O18 ratio in 
nature and some geologic implications. (12) Isotopic fractionation of sulfur 
in geochemical processes. (13) The use of equilibrium calculations in finding 
the composition of a magmatic gas phase. (14) The chemical environment of 
ore deposition and the problem of low-temperature ore transport. (15) Sulfide 
systems as geologic thermometers. (16) Some aspects of the geochemistry of 
carbonates. (17) Diffraction effects of short-range ordering in layered sequences. 
(18) Hydrothermal investigations of amphiboles. (19) Reduction and oxida- 
tion in metamorphism. (20) Local equilibrium in metasomatic processes. (21) 
Activation analysis applied to geochemical problems. (22) Chondrites and the 
chemical composition of the Earth. (23) Equations of state and polymorphism 
at high pressures. (本 文 511 A, 1959 年 , John Wiley 出版 , $12.00) [大 森 ] 
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鉱物 学 及び 結晶 学 


8290, モナ ズ 石 の 比較 研究 Molloy, M. 


Ww. 

光学 的 , XX 線 的 及び REBAR | 
OC, 最近 発見 され た New Jersey jh 
Chester 産 の モナ ズ 石 を 他 産 地 9 ヵ所 の 
モナ ズ 石 と 比較 研究 し た 。 Sec SRE 
図 を これ ら 10 試料 に つい て 指数 付け し , 
各 (hkl) 反射 の 範囲 を 決定 し た 。 モ ナ ズ 
石 結晶 の 変質 は DTA, X RESCH R 
び X 線 廻 折 マ イク ロカ メラ に 依 つ て 明か 
に され る 。 光学 的 性 質 即 ち 光 軸 角 , Oe 
i, 変質, 稀 土 類 元 素 の 量 , トリ ウツ ム 量 
聞こ に は 規則 正しい 関係 は 見 られ な か つた 
が , 通 開 面 上 に 変質 が 認め ちら れ た 。 油 
RECA EOC 移 土 類 元素 を 比較 し 
CD (Am. Ming 44, 510~532, 
1959) 〔 大 森 


8291, 恭 発 残留 千 鉱 物 の 示 差 熱 分 析 
KOppaOs CC Re PE, 

Bic BBSY BALK: 示 差 熱 分 析 の 試 
料 保 持 台 即ち 金属 筒 の 中 に 同心 円 状 の ア 
ラン ダム 円 徐 を 入れ た 装置 を , 蒸発 残留 
岩 鉄 物 の 実験 に 適当 な 様 に 改良 し , 岩塩 , 
ki A, WBxz (Na,B,O, - 10H,0), 
kernite (Na,B,O,:4H,O), 硝石 , Be 
mi, RANG (Ca,B,0.-5H,O), 加里 
岩塩 の DTA 曲線 を 求め , “nr 5B 
DSL, 吸熱 及び 発熱 温度 を 定め た 。 
(Am. Min., 44, 674~679, 1959) [大 森 〕 
8292, 緑 鐘 石 の 化学 成分 と th FIERO 
関係 関 陽 太郎 

HERE (福岡 県 ) (FesO。 4.03%), Bt 
(寄居 町 ) (4.09) 産 の clinozoisite 及び 
Hawleyville (U.S.A.) (8.88), 宝 登 


ix 


山 (皆野 町 ) (14.03), Dauphine (% 7 2) 
(17.93) PED pistacite に つい て , 化学 
分 析 , 光学 的 性 質 の 測定 を 行い , X 線 粉 
末 廻 折 デ ー ター 及び 格子 恒 数 を 求め た 。 

A Og Co は Fet3/(Al+Fet+3) の 増加 
と 共に 大 と な り , packing index は 逆 に 
小 ぐ な ろ る 。 又 ) clinozoisite & zoisite— 
特に 光 軸 面 が (001) 面 に ある B zoisite 
ーー と の 識別 は 光学 的 に は 困難 で あぁ る が , 

両者 の ※ 線 粉末 廻 折 デ ー タ ー を 比較 すれ 
ば 夫々 特長 ある 廻 折 ビ ピー ク を あたえ , W 
者 の 識別 は 容易 で ある 。 (Am. Min., 
44, 720~730, 1959) CRAIID 


8293, ユー クセ ン 石 か ら イ ツ ト リ ウム 
及び 季 土 類 の 抽出 Shaw, V-H. 

アリ ゾ ナ 州 Kingman 産 ユ ヌー クセ ャ ン 石 
精 鉄 は 次 の 化学 成分 を も つ 。(RE) 205 
29.4 ND OR 45:8; EOE 
SiO, 3:5, FEAL OI UI ONSRHEOs 
1.0, P,O,0.8, CaO 0.4, Ig. Loss1.6, 
その 他 0-2 合計 100.0%. YRUMAMG 
元素 の 大 部 分 は Y (52.4%) で , その 他 
Sm, Nd, Gd,-Dy; Ce, Th, Er. & 
を 各々 10% 以下 含む 。 試料 粉末 2~3 
HY Pt AVC, HE) S05 HyS0, 
+HF Meck A2-7 ev AoW, 
MATAOPMARE FOr. 試料 1 に 対 
し , 60% HF 1.4 を 加え , 100°F で 2.5 
Ree SLY RURAL 100% 回 収 
され る 。 DRY RURAL E 7 
DRAME UTR), Nb, Ta, Ti 等 は 
溶液 と し て 除 か れる 。 FE YB ict 
H,SO, & 7% 400~500°F i pnBAac, 
可 深 性 の 硫酸 塩 と し , BizeGewmtv, 
最後 に これ を 灯 替 し て 酸化 物 と する 。 試 
料 を 単に 3 倍 量 硫酸 と 共に 400~500°F, 
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4 時 間 処 理 し た 場合 に は , 完全 に 分 解 さ 
れ な いで 移 土 類 等 は 8596 し か 回 収 さ れ 
な い 。 試料 1 に 対し HF0.2+H,SO,1.4 
の 混 酸 を 加え 400°F で 4 時 間 処 理 す 
る と , Y RUMAIL 100% 抽出 され る 。 
(Bureau of Mines Rep. Invest. 5444, 
U.S. Dep. Int., 1~8, 1959) (RAIN 


8294, BAXBA& Donnay, G., 
Schairer, J. F. 

BAO HES 式 は KyNayCaz[J,- 
(xtytz) Alytytez Stag-(aty+22)Os2 CF 
えら れる ( 口 は 欠落 構造 ) が , COA 
Ne—CaAl,0,, Ne—An, Ne—Ab 及び 
Ne- Kp OCD MWA = 成分 ADE 
在 し て いる こと で 説明 され る 。 試料 の 化 
学 分 析 を 検討 し , ※ 線 実 験 を 行 つ て 上 記 
各 系 に 於 ける 格子 恒 数 及び 単位 格子 体積 
の 変化 を 求め た 。 先 づ 合成 し た 純 Na 相 
雷 石 に は 高温 型 と 低温 型 が あつ て 前 者 は 
後者 より も c/a 値 が 大 で ある 。 次 に Ne 一 
CaAl。O,。 で は Na っ Ca 及び Si っ Al の 
二 重 置 換 が 行わ れ , 格子 恒 数 は CaAl,O, 
の 増加 と 共に 大 と な り そ の LE YE WK SR UK 
CaAl,O, mt 数 z=4.6 i245. Ne= 
An 系 で は Na っ Ca[] OA Ton, 
IVA BE FRX z2=1.33, Ne 一 Ab 系 で は 
Na-O, AloSi の 結 換 が 行わ れ z=1.0 
で 固 深 限界 を 示す が , 伺 れ の 系 で も 試料 
は 成分 に 関 ら ず 高温 型 格子 恒 数 を 示し 
Ca 及び 口 に 依る 影 絡 は 見 られ な い 。 Ne 
—Kp 系 で は Kp の 増加 と 共に 格子 恒 数 
の 直線 的 増大 が 見 られ る が 2Z=2 の 変 曲 
me SCARE ICL, KR, z<0.25 で 
は 高温 一 低温 型 転 移 が 見 られ る が , 2 
0.25 で は 高温 型 構造 の み が 現 われ る 。 こ 
の 事 か ら 著 者 は Nag-vKvAlgSigO3. OD 
想 に Subpotassic (0 <x<0.25) , medio- 
potassic (0.25<x<2.00) 及び per- 
potassic (2.00<x<4.73) の 準 相 を 設け 


ZALLERAL, その 構造 的 考察 を 行い , 
eye Monte Somma prise KIRA 
subpotassic 相 の 例 と し て 論じ た 。 (Min. 
Mag., 32, 93~109, 1959) (BS 
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8295, Antrim YRIE(CO\TO2,3 
ORs Walker, G.P.L. 

ALR 4 VF Vv FR IIKHY «1500 平 
FM pi. CH=aNMERBE VV 
74 }BRRUT VAY BR) が 分 布 し , 
小 規 模 の 岩 脈 や 岩 床 を 伴 つ て いる 。 個々 
の 類 岩 の 厚 さ は 平均 22ft. 最も 厚い も の 
は 150ft. CHV, 横 の 広 り は 6 rcs 
する も の が ある 。 この 地域 で 始め て 複合 
類 岩 流 が 発見 され た 。 LEX SUE ER 
BCHY, 下部 は ビク ライ ィ イト 支 武 岸 で あ 
So この 両者 の 境界 は 明瞭 で あぁ る が , @ 
冷 相 は な く , HUE AO BAI LOT 
生じ た と 考え られ る 。 玄武 岩 中 に 玄武 岩 
ペグ マタ イト が 生成 され て いる の が 認め 


1 2 3 4 | 5 
SiO, | 40.71) 39.26] 45.67) 42.6 |45.7 
TiO, | 2.381425) O76 ORG Tes 
Al,O3| 12.75] 18.33] 13.46, 9.6 |16.8 
Fe,O,| 6.29] 6.12) 1.33) 2.4/1.8 
FeO | 5.55] 1.97} 8.65] 10.0 | 9.2 
MnO | 0.29] 0.32) 0.18] 0.16] 0.15 
MgO | 9.77| 7.24] 16.30] 22.8 | 9.6 
CaO_ | 18.56| 15.58) 9.74] 5.7 /10.5 
Na,O| 1.71] 3.26] 1.53) 1.2] 2.5 
K20 | 0.01] 0.35} 0.14] 0.25] 0.27 
P20, | 0.13| 0.22] 0.11] 0.06 0.12 
HOF |" 1-78) 4.55) 0.87. 4.0.) ee 
OF 1°02 07] iO. ONO: Sollee Mmeed 
100.01] 99.86, 99.54] 99.4 | 99.3 


Li. (COs) 0118 22 COP 0186, Br. eel 
0.37, SO, tr. ; 3. CrsO, 0.31 

1. @HERA: FIVYRGRNT V7 4 
ト , 2. PRMRACBULY ) VRANRT 
VHA, 3 EFPA }RERE, 4. 
C774 } SIRE, 5. BOR ROE 
Ax vet 
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られ , 特に Mcllroy's Port OMAK 
TOPE (C774 }AURB) 中 の 
も の に は 方 曹達 石 が 含ま れ て いる 。 この 
鉄 物 は アイ ィ イル ラン ド で は 最初 の 発見 で あ 
Bo LON7 <7 ble Zinch 以下 の 
不 規 則 パ ッ チ 或 は 脈 と し て 存在 し , Sf 
優 黒 質 の も の は チタ ン 交 石 70% DLE, 


wal 
& 


(FeO+Fe,O3), (Na,0O+K,O) 図 に 点 
示す る と , これ ら の 分 化 経路 は アル カリ 
岩 系 の も の と し て は 中 期 に 鉄 の 濃 集 が や 
> ゝ 著しく, Palisade diabase の も の と 周 
じ 様 な 傾向 を 示し て いる 。 


方 曹達 石 10~209% を 含み , SHON 
Ai, WSK, PKA, 竹橋 石 を 伴う 。 最 
SAERMOD OOO SEY) VEG 
約 5026 を 含み , FEMA, BER, 燃 
灰 石 等 を 伴う 。 化学 分 析 は BCR Fo 
(Proc. Geol. assoc., 70, 179~ 205, 
1959) [青木 ] 


8296, Islay, Cnoc Rhaonastjl の 
alkali dolerite boss Walker, F., 
Patterson, E. M. 

この alkali dolerite boss は Mull の 
#j 80km 南 の Islay に あり , 大 き さ は 
800 x250m, NW 方 向 に 伸長 し , 第 三 
MICBALKADEBALNS. 岩 体 を 
構成 する 岩石 は 次 の 4 種 が 認め られ る 1) 
chilled dolerite, 2) leucodolerite, 3) 
tes chenite, 4) syenite. chilled do- 
lerite は 岩 体 の NW 端 に お いて の み 認 
め ら れ , 本 源 マグ マ の 組成 を 示す (DAT 
I), leucodolerite は 岩 体 の 主 部 を 構成 
L, 70~78% の 長 右 と 沸 石 を 令 み , 有色 
鉄 物 は 鉄 に 富ん で いる 。chilled dolerite 
と の 直接 の 関係 は 認め られ な い が , 本 源 
マグ マ の 分 別 品 出 作用 と Me-EAO 
力 分 化 が 進ん だ 中 期 を 示す (分 析 II)。 
teschenite は 深 所 で 唱 出 作用 が 行わ れ 分 
化 の 進ん だ マグ TRBALT ODE BR 
bh, 岩 体 の 南側 に ある (分 析 I). 
syenite は vertical vein, patch, nest, 
schlieren と し て leucodolerite 或 は 
teschenite 中 に あり 分 化 の 略 期 生成 物 で 
あぁ る (A IV). 岩石 の 分 析 を (MgO), 


SiO, 44.68 | 49.28 | 47.85 | 55.18 
AlgOxg | 15.99 | 21.07 | 15.48 | 20.66 
Fe,O, 2.88 1.80 Ps SY) Pie 2 
FeO 9723 Gee 9.69 2.02 
MgO 127-43) 3i. 09 4.15 1.09 
CaO 9.46 9.64 9.26 Lic Bil 
Na,O 2.13 4.25 4.36 6.96 
K,0 0.68 0.56 0.72 4.26 
H,O + 1.26 roe eS 3.45 
HO] | Hobo! aco a apa 
OD OCGA ON 0.15 
P.O; 0.06 0.06 0.46 0.08 
MnO 0.21 0.13 ORT 0.05 
COs nil nil ted ORO 


100.11 | 99.87 | 99.88 | 99.70 


(Min. Mag., 32, 140~152, 1959) [青木 〕 


8297, HBR BORK OS 
Mehnert, K.R. 

{EAVES Sib 10 年 間 の 文献 を 
検討 し た 結果 , 此 迄 の 多く の 観 鶴 と 学説 
と は 評 に 相 入 れ な い の で は な くく, SREL 
た 花 得 岩 進 化 過 程 の 異 る 部 分 を 述べ て い 
Bo SL CHMAMZL THEO M4 BEN 
区 別 せ られ る か 示さ れ て いる 。 ES 
去 10 4ER CT ERO RRIF 
究 結果 を 総括 す る 。 AMMAR (石英 
WEA, 2) BG, 7k) PSM 1/330 
On, WHR, ERBLSCILA DA 
640°C, PH,o=4000At. で と ける 然し 
異 る 成分 の も の も 多い 。 造 岩 鉄 物 の 生成 
温度 試験 か ら 大 部 分 の 理想 的 花 賠 岩 は 
600°C 以上 で 生成 せら れ た 。 大 部 分 の 花 
Razak bad RD i (RPS BEE PX この 
BUM HER St NS, この 場合 低温 
で 再 結 品 す る か 或 は カリ 長石 を AT SR 
な アル カリ 人 附 加 に より 高温 構造 な 変化 す 
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So SRUMELPA A LEAT ZY HS 

固体 中 の イィ オン 拡散 試験 か ら 地質 学 的 次 
元 の 物質 移動 が , 多分 水 の 助 け すけ を か り 拡 
散 す る 事 に より 起り うる 。 種々 の 岩石 中 
の イオ ン 拡 散 歌 は 移動 溶液 に よる アル カ 
リ の 附 加 が 長石 作用 を 起す 事 は 認め られ 
る (これ ら 岩 右 は 花 賠 岩 様 と な る )。 長石 
を 生ずる 。 更に 長石 族 の 高温 及び 低温 型 
が 論 ぜ られ て いる 。 BRM OE SCAM 
実験 か ら 花 賠 岩 成分 物質 は 上 記 温 度 , FE 
力 下 で , 粘土 は 700~725°C, Pu,o= 
2000At. で と ける 。 両者 は 夫々 厚 化 物 , 

NaCl の 附 加 で 類 融 温度 が 低下 する 。 後 
者 岩石 の 残存 物 の 鉄 物 相 は 次 の 事 を 示す 。 
ペグ マタ イト 物質 の 選択 的 な アナ テク テ 
4 7 XE RNS LEAR OES 角 関 岩 相 で 開始 す 
Bo 実験 と それ に 対応 する 岩石 学 的 研究 
は 花 賠 岩 生 成 は 次 の 3 つの 仕方 に よる こ 
と を 示す 。 (1) 温度 降下 に より 疾 融 体 か ら , 
(2) 温度 上 昇 に よ つ て アナ テク ティ イク 凌 
底 物 の 選択 的 可能 性 を 通し て , (3) 化学 
成分 の 変化 に よる 変成 交代 作用 (長石 化 
作用 等 ) EH Co KE SHOR MIB 
め ら れ , Lex 2 Bais 3 者 の 結合 を 示し 
て いる 。 花 賠 岩 の 地 球 化学 的 進化 及び 特 
に アル カリ 平 条 が 議論 され る 。 アル カリ 
化 作 用 及び 脱 ア リカ リ 化 作用 の Voy gs 
区 別 せ られ る 。 アル カリ の 附 加 及 減 少 が 
YT VA CHHL CWZ ERG 仮定 が な 
され て いる 。 MEOT VAY) OMB 
ASAD, 溶液 中 の 水 の 含量 と 密接 な 結 
合 を も つて いる 。 アル カリ ー 水 の 平衡 中 
の 紅 細 な 変化 は TER OME GI LOCH 
RCHSo 最後 に 花 韻 岩 の 進 化 が 空間 一 
時 間 図 事 に 総括 され て いる 。 (Fortschr. 
Min., 37, 117~206, 1959) (=F jf) 


8298, 中 部 Sierra Leone Mbpey}# 
Marmo, V. 


中 部 Sierra Leone VOID < (Ee 


OF RATED 5 MA. その 中 央 部 を 南北 
に 走る Kangari 丘陵 及び Sula 山脈 は 
Ema Ss, ARS. ES, SS 
片岩 等 か ら 成 る 片岩 帯 で , KEBCEILARR 
則 な 岩 体 (延長 約 30 km) 及び 小 レ ンズ 
状 と し て 夫々 片岩 帯 及 び 花 得 岩 中 に 発達 
する 。 REMEGOE RR MEMO % O 
が あぁ る 。 (1) AiG, 蛇 紋 石 , TEASBIA, 
(2) SRA, (REA). EPSP, (3) 
BUSES, XEFSRI, (4) Rea, ZEAE 
A, (5) (SVE), RIA. (1)~(5) 
何れ も 滑石 を 含み > その 或 も の は 方 解 石 , 
昔 灰 石 等 を 含む 。 蛇 紋 石 は 主 に た アンチ ゴ 
FARCTIVYVIY VISA Tv Fa 
ライ ト か ら 二 次 的 に 生じ て いる 。 eH 
此 等 岩石 の 記載 , BR, 鉱物 成分 , 化学 
成分 , Yorder 並び に Roy 及び Roy 
の Mg0O-Al。0。-SiO。-H。0, Bowen 及 
U Tuttle の MgO-SiO,-H,O の 実験 結 
果 等 か ら 此 等 の 蛇 紋 岩 の 成 因 を 議論 し て 
いる 。 即ち Kangari 丘陵 地域 の 蛇 紋 岩 
HA te Tv FAD {LO 同時 品 出 
の 結果 生成 し た 。 ACL O REA TA 
化 作 用 に よる の で も な さく, REFONBE 
岩 質 石灰 岩 或 は 苦 土 質 堆 積 岩 の 蛇 紋 岩 化 
作用 に よ つ て る も 説明 され な い 。 本 岩 類 の 
AES POKR ED 支配 する 環境 下 で 超 才 
基 性 質 の 噴出 或 は 貫入 に 帰 さ れる が , A 
岩 類 の Kangari 地 向 侍 中 の 位置 及び 周 
囲 岩 石 と の 接触 関係 か ら は 噴出 性 の も の 
で あろ 3 う 3 う 。 (Comptes Rendus Soc. 
Geol. Finlande, 30, 1~ 30, 1958)[ 千 藤 ] 


8299, Ghana, Dahomeyan [z#(4+ 
SxS Burke, K. 

Ghana to 91} B HRI He RENE RD 
Afi LotHan tH), ZOR 
脈 中 に は 片 麻 岩 状 構造 を 示す GN OSE 
在 す る 事 か ら , その 生成 が 交代 作用 に 依 
る も の と 思わ れる 。 岩 脈 は 数 百年 方 画 の 
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面積 り わ た り 岩 石 の 1096 を 占め て いる 。 
片 麻 岩 状 構造 を 破壊 する 事 な く 非常 に 大 
量 の 物質 が 塩基 性 岩 中 に 運ば れ た も の と 
思わ れる 。 Teta BASRA LE 
i (Anjs) 一 柱 石 一 生 材 石 岩 と 代 長 石 一 角 
Ware t 28.1/4 ORS CHREBLT 
BY, 之 を 切る 白色 岩 脈 は 普通 の 片 麻 岩 
と 同 成 分 の 代 長 石 , HG, faEIA, fag 
BLUMSBHCHS. ZOEBLRS 
点 は 造 に 多量 の 白色 鉄 物 を 含む 点 で ある 。 
自 色 脈 は 最も 厚い も の で 約 3 フィ ー ト , 

薄い も の で 数 分 の 1 叶 で あぁ る 。 白色 脈 の 
著しい 特徴 は AG (KSI) に 依る 
片 麻 岩 状 の 締 が 見 られ る こと で ZORM 
右 の 量 は 片 麻 岩 より る も る 造 に 少 い 。 AIR 
the HORMEOHRDS, 塩基 性 語 
麻 岩 の 鉄 物 組合 せ を 作っ つた と 同様 な PT 
条件 下 で 片 麻 岩 の 結晶 作用 より 僅か に 遅 
れ て 白色 脈 が 形成 され た 。 (Geol. Mag., 
96, 353~360, 1959) [西田 】 


8300, HR Queensland 産 含 役 棋 石 
ホル ン フ エル ス Phillips, E.R. 
SOP IC PES SMR Ae Kies 2 
の も の で ある と か , Ca, Mg, Fe 等 の 塩 
基 性 元素 の 大 規模 な 交代 作用 に ROCHE 
積 岩 か ら 生 成 さ れ た も の で ある と か , B 
(Ast EDAD 接触 変質 し た 
も の で ある と 云 う 3 従来 の 説 に 対す る 著者 
の 反論 と し て 1) SBR AVY 7 = WV 
ス と 明瞭 な 境界 を 有 し , ホル ン フ ェ ル ス 
cep CDT ZS. 2) PCa 
周辺 部 が 普通 に 見 られ る 。 3) BEN he 
が 過 ら れ な い が ホ ルン フェ ルス に は ZA 
存在 し , 之 の 締 は 明 に 堆積 の 層 理 に 起因 
する な の で ある 。4) 之 の 地域 に は 早期 の 
玄武 岩 は 存在 し な い 。 5) BREA Vv 
フェ ルス は 斑 質 粘土 岩 と 同様 な 化学 組成 
を 示し , SERPMBOCH Litho S 
の 事実 を 挙げ , AMO SHA HV v 


フェ ルス は 僅か に 広域 変成 作用 を 受け た 
比較 的 多量 の MgO と FeO+Fe。O。 を 
FROER fi DE EC ROC Beth 
成 作 用 を 受け て 生成 し た も の で , 堆積岩 
は 殆 ど 人 等 化学 変化 で ホル ンマ ン フ = ルス を 生 
U Mg の み が 堆 積 岩 か ら ホ ルン フェ ルス 
側 に 移動 し た 事 を 示す と 結論 し て いる 。 

(Geol. Mag., 96, 377 へ 384, 1959) (ha fA} 
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8301, Vermont, Elizabeth #10 
地質 構造 と 変質 Howard, P.F. 

当地 域 の 地質 は 雲母 片岩 , BE, 
Mmimtaha ARE BRS, ARES 
ra, BeeRere (オル ド ビ シ ア 
ン 紀 ) より な り , SKIS LBS EE 
角 隊 岩 中 に 整合 的 に 用 胎 す る BUEGK-~ PE 
で ある , 大 規模 な 構造 と し て は Green 
Mountain 背 斜 構造 , Stanfford ドー ム 
等 で ある が , 鉱床 は 特に Gile Mountain 
層 中 の 片岩 と 角 欧 岩 の クリ スマ ス ・ ツリ 
ー 状 橋 曲 に 支配 され て お り , BEG 
の 接触 部 に 集中 的 に 用 胎 し て いる 。 RG 
く 中 ~~ 後期 デボン 紀 の 構造 運動 等 に 形成 
STALE AVC RI DHEA DS 営ま れ た 
も の で あり , FEOCHRRIX, その 大 部 
BUA, FARO RE ea DEES 
MMRSN TW SZ %OCHS. (Econ, 
Geol., 54, 1214~1249, 1959) (papepge) 


8302, 地質 温度 計 と し て の Ags, 
Ag。Se O8%% Roy, B., Majumdar, 
A.J.. Hulber C. .W. 

IN EARFE PA ATE k OC ESR GA— 
硫 銀 鉄 (Ag,S), «LV $BH Bk (Ag,Se) 
の 居 移 温度 を 測定 し た 結果 , 1 気圧 下 で 
Ag。Se は 128°C, Ag,S は 176°C で 夫 
REEL, 1,156~1,225 気圧 下 で は 前 者 
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yx 136°C, BRix 181°C FAL, WA 
と も 約 10° 以下 の 温度 差 が 認め ちら れる 。 
叉 , Ag2S, AgeSe の 転移 に 於 ける ther- 
modynamic parameter は 下記 の よう 
で ある 。 


AV 


d AHtr 
ar (atm/°) T(°k) (cc/mole) (cals/mole) 


Ag,s 1224 » 449 1.57(176°C) 1,524+420 
= re) 

A Hike 1,23(128°C) 1,678-+230 
gSe - fe 401 23(1 ) 1,678 


上 記 に よ ょ つて 明か な よう に SEK 
に 次 銀 鉄 或 は セレ ン 銀 銘 鉄 が 存在 する 場 


合 は その 最低 生成 温度 は それ ぞ れ 180°C, 
130°C と 規定 する 事 が 可能 で ある 。 EK, 


居 移 に 際 し て Ag。S, Ag。Se の イオ ン 配 
烈 の 変化 の 原因 は 明か で は な い が , AgI 
DS (146°C) KRUGSEIK Ast 
オン の 部 分 的 な randomization に 基 ず 


くも の と 考え られ る 。 (Econ. Geol., 54, 


1278~1280, 1959) [阿部 宏 ] 
8303, Peru, Toquepala の 地質 
Richard, K., and Courtright, J.H. 
附近 は Andean batholith OMGee 
BIC RA SH PERRU FM DA 
山 岩 類 と , 区 域 の 北方 で これ 等 を 不 整 合 
\2%85 plio-pleistocene の 火 成 砕 選 過 類 
と , Lica Cone B45 pleiocene 
の 地層 か ら な る 。 鉄 床 は 上 記 関 緑 岩 と , 
これ に 上 綱 入 され た 大 山 岩 類 の 中 に 肥 胎 す 
る 班 状 鋼鉄 床 で , 銘 化 帯 の 中 心 部 に は 大 
& PE 500m を 超え る breccia pipe が 
あり , 更に これ を 石英 安 山 夷 岩 が 貫入 し 
て いる 。 鉱床 は 寿 状 を 量 し , 下部 で は 上 
APKC ES PAGK RE CHSM, 上 部 
CLR RAGA KO 7 SMUT HBO ILME 
化 帯 を 形成 し て いる 。 2M. breccia は 
ore breccia 及び pebble breccia の 2 つ 
に 大 絢 さ れる 。 ore breccia は 角 春 片 か 
ら な り , 石 基 は 石英 , BAG BUCGKH k 


りな る 。Ppebble breccia は 石 基 は 鉱 独 状 
に 釣 化 作用 を 受け た 砂 質 泥岩 様 の も の で , 
この 様 な 岩 粉 石 基 中 に 固い pebble 7A 
する 。 ore breccia は その 周囲 の 岩石 と 
対応 し て 同じ fragment より な る が , 中 
心 部 で は その 種類 が 不 均質 と な る 。 これ 
は ガス の 爆 柳 に より 生じ た と 考え られ る 。 
pebble breccia は 水 又 は ガス の 活 潤 な 循 
環 に より 魔 砕 され た と 思わ れる 。 COR 
床 の 変 質 作 用 は HRA 7s BEIRGASK & PRD 
場合 と 異 り , 鉄 体 よ り 僅 か に 大 きい だ け 
で 規模 が 小さ い 。 変質 帯 の 大 部 分 は 強い 
変質 作用 を 受け て 石英 , EE, He 
生じ , 変質 作用 の 強い 所 で は 硫化 鉱物 特 
RRR Rb BAR ik bis 
breccia より は な れ た 所 に 存在 する 。 HK 
成 岩 中 で は RR Oe ORK BASH, 
ARR Cx 粘 士 を 生ずる だ け で あ 
る 。 AGSKIRISPHB OBER PRED YD, 
GK C—-ZE RESET, 始め に 少量 の 
硫化 鉱物 を 伴う 多量 の 石英 , 電気 右 の 生 
成 が あぁ り , 更に 少量 の 電気 石 を 伴う 硫化 
鉄 物 の 生成 を み , Une ARR UBE DS 
BAL, その 後 brecciation }- OHA 
が あつ た 。 更に それ に 続い て 爆烈 に よる 
vent と を 生じ , 石英 安山岩 質 集 塊 岩 が 
SHEL COS 鉄 床上 部 は 二 次 富 化 
PRE GRE AL, その 上 部 は 深 脱 帯 と な 
つて いる が , こ の 富 化 作用 に は 所 調 Puea 
Surface が 重要 な 役割 を 演じ た と 思わ れ 
Zo (AIME, Mining, 211, 262~266, 


1958) [鈴木 〕 


8304, Norway 産 方 鉛 鉱 中 の Te の 
成因 に つい て Oftedal, I. 

Te (LRA ICH CAL I 普通 の 鉄 物 中 
に は 極め て 僅か 合 ま れる 事 が ある だ け で 
ある 。 或 る 種 の 金 鉄 床 に 伴 つ て 産 す る 事 
は ある が , テル ル 化 物 は それ 自体 一 般 に 
産出 は 稀 な 鉱物 で ある 。 その 他 磁 硫 鉄 令 
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一 硫 鉄 テツ ケル 鉱 歌い は 銅鉱 中 に 伴わ れ 
る 。 双方 鉛 鉄 に 多量 含ま れる 事 が ある 。 
Norway 各地 に わた る 各種 久 床 か ら 集 め 
BNTABE 40 ヶ に つい て , 分 光 分 析 
RIZED Te ERD, 又 既 発表 の 同一 試 
Wieou ce. Di Bi. Sb と 比較 し た sg 
種々 の 熟 水 鉱床 と Oslo Region の 接触 
録 床 か ら の 方 鉛 鉄 に は , 200p.p.m. RN 
ENED Te FBG ODE, Tele 
愛し いも の の 両者 が 存在 する 。 LUM 
対 的 に 接触 鉱床 の も の で は 10p.p.m. 
以下 の も の が 甚だ 少く , 熟 水 鉱床 で は 逆 
Mea, 平均 し て 前 者 は Te に 富む 。 
100p.p.m. RlIkZHOUED Te FSU 
FYGNLE Ez octahedral cleavage 
eHL, B Bi rersoKr Bons. 
Tl x Te と 共に 増大 する 傾向 が ある が , 
それ は むし ろ TLBi の 共生 関係 に より , 
Bi に 富む も の に 多い 。 Te と Sb awl 
Ak Te ART A, これ る も 実際 は Sb 
と Bi と の 間 に 存 在 す る 関係 に よる 。 
一 般 に Te に 宮 む も の は Bi 及び Ti 
HBA, Te OR ARGS PEAKE 
の も の に 多く , RKRABMOBIEBED ga 
く Bi RU Ag に 宮 む も の が あぁ ある 事 等 よ 


広域 的 な 古 地 理学 的 , 全 堆 積 盆地 に 吾 る 
よう な 研究 に 興味 が 増大 し , この 分 野 の 
研究 に 於 て は , 堆積 物 の 軽 , 重 鉄 物 分 布 
を 知る こと が 大 い に 有用 で ある と 認め ら 
れる 。 合衆国 に お ける 重 銚 物 分 析 の 研究 
DORA CWO, Jade ze BORIC 
ょ よる 研究 が 多い た めで あり , 広域 的 重 鉱 
物 分 析 研 究 で は 最近 の Sarkissian (1949, 
1958), Fuechtbauen (1953, 1958) 等 
の ょ うに 成功 的 で ある 。 Bekins 
つて は , sampling と 分 析 方 法 に よる 衰 
差 を 抜き に すれ ば , MD 4D factor 
DBM & ECTS. 1) 風化 , 1) B 
耗 , 3) BEROIMAIK(ER, 4) 堆積 後 の 深 
解 作 用 で ある 。 こ の うち 3) と 4) が 最 
も 重要 で ある が , 併 し それ る も 従来 巻 え ら 
れ て いた 竹 で は な い 。 例 へ ば , 3) OF 
合 , 確か に 粗 粒 , 細 粒 に より その 録 物 組 
成 は 異な る こと が 多く , それ は 供給 地域 
の 相違 に よら な いで , も と も と の 組成 の 
sorting の 結果 で ある 。 考 に 堆積 物 の 堆 
積 答 に 於 ける 位置 に つい て の 知識 を 必要 
と する 。 併 し 一 般 に は , 堆積 物 が ofE- 
shore %y, beach か な ど と いう こざ ど な は 明 
PRC EMS<, ERRREC, HS 
- つ の 環境 を 限っ つた 堆積 物 は 著しく 均一 


り , Tetra UF AR SEO BAKA 
成 作用 に より 生成 され た も の で あぁ る 。 以 
LO, 三 の 和 硫化 氏 物 に たつ いて も Te 
に 富む も の が 認め られ た 。 (Norsk geol. 
tidsskr. 39, 75~79, 1959) [鈴木 〕 


石油 鉱床 学 
8305, 重 鉱物 分 折 の 解釈 に つい て 
Andel, T.H., van 
重 鉱物 に よる 対比 は な, 一 般 に 効果 的 で 
な いた め , 1940 年 以降 は 重 鉱物 分 析 に 
関す る 研究 が すたれ て き て いる 。 然し , 
近年 , 石油 の 起 原 , 移動 を 探究 する 上 で , 


な こと が 知ら れ で て いる 。 4) の 場合 , Ret= 
tijhon (1957) は 時 代 の 古い 堆積 物 程 不 
安定 鉄 物 が 減少 し , これ は intrastratal 
solution に よる も の と し て いる が , B 
ろ Krynine (1942) の 言う 如く , tect- 
onic control に よる 方 が 重要 で , KRE 
gmk postgeosynclinal な る も の に 特徴 
的 な の で ある 。 Pettijhon の 説 は , アメ 
リカ の 研究 が 特定 の 時 代 , 場所 に 関す る 
も の が 圧倒 的 に 多数 で あぁ る こと , 即ち 
postorogenic deposits の 研究 が 殆ど な 
いこ と に 起因 し て いる 。 結論 と し て 活 濃 
な 削 劉 作用 が 行わ れ , 乱 速 な 堆積 を 行う 
盆地 で は , 上 述 の すべ て の factor を 無 


拡 18 A ok DH RAR ab 


mo 


祝 す る こと が 出来 , Bekynal eet eR, 
供給 地域 の 岩 質 を 反映 する 。 (Jour. Sed. 
Petrol., 29, 153~163, 1959) CHA) 


Imi} 


8306, AVF YvA—Wis (IB) OF 
積 作用 J. Lynn 

オク ラ ホ マ 南 部 ) Springer 油田 に 発 
weg 4 Springer MS (Pv yy UAT 
ie YT, =k oe) Yale ie 
Dbteath Eb, 油 構 岩 と な つい る る も 
Ok, 油 横 岩 と な ら な い , WHA db Bers 
BEN 7M ERT SOL CL, 種々 の 
点 で 岩 質 を 異 に する 。 これ は この 砂岩 の 
堆積 当時 に , BM SNO> Ha HM 
的 な 構造 支配 に よる も の で , 油槽 岩 に 好 
適 な 砂岩 は , 良好 な sorting を も ち , 海 
RA, 底 棲 動物 化石 を 含有 し て お り , 正 
規 の Open sea の 酸化 , pH 環境 に あぁ つ 
た も の で , FEO < WWF EAE RTI 
的 高 所 の 処 に 沈 積 し た も の と 思わ れる 。 
Yates tho COR WME, Late 
FReyZ, sorting は 悪く , RGSS 
CEEBI UCAS 2 ¢, JERE RE PEZ O 
て いる 。 CAVUERRG ¢ BOEKI RIE 
EM LIZ DOCHAI— 石油 の 集積 は , 
全体 的 に は 堆積 後 の 二 次 的 構造 の 高 処 に 
存在 する が , 上 述 の 砂岩 発達 衝 件 に 密接 
に 関係 し て お り , 相互 に すぐ れ な た 油 柄 岩 , 
石油 母 岩 を 相 伴 う 原 因 と な つた local 
sedimentation が この 地域 の 活 田 形成 の 
EAL BAS 上述 の さき とか らら 明か な よ 
うに , Springer 油田 は 真 の stratigrap- 
hic-structural 組合 せ 集 積 の 例 と 言え よ 
Jo (Bull. Amer. Assoc. Petrol. 


Geol., 43, 2575~2591, 1959) (AI 


sae) 


8307, BMC IH Lenk- 
Chevitch, P. 

BEBIZRAW CROAMO Bd LIEL 
ば 必要 と な る も の で , 層 位 学 的 , 古 地 形 
学 的 或いは 応用 地質 学 に 重要 な 問題 で あ 
る 。 筆 者 は 春 を 海 や 大 きい 湖 に ょ つて 形 
成 さ れ た も の を “beach pebbes” 河川 
や 流れ に よ ょ つて 形成 され た 硬 を stream 
pebble’ と し て この 2 DORMz ou CH 
味 し た 。 左右 対称 (ROME) DENCH 
いて は 硬 の 頂点 (apex) を 結ぶ 線 は 可 を 
二 等 分 する 線 と な り この 頂点 を 結ぶ 線 は 
“Apical line’ と 称し , 一 方 頂点 を 境 と 
し て 2 つの 曲線 か ら 等 距離 の 線 を “Bi- 
sector’ と 称し , LOZ SAD Bik 
“Apical line’ と “Bisector” は 同一 線 
と な る 。 WMH Tia “Apical line” 
& “Bisectop” (ABCA ES “Bi- 
sector” は 2 つの 頂点 より 各々 別々 の 方 
向 に な る の で その 交点 の なす 角 は 常に 
180° よめ り 沙 さい 値 を も つ 。 流れ , 河川 に 
ょ る stream pebble は “Apicalline” の 
両側 に “Bisector” が 存在 する の で 醒 断 
面 内 で 2 つの “Bisector” の 交点 は 求め 
られ な い 。 又 海 浜 奉 は 春の 構造 線 と Api- 
cal line は 平行 的 に な る こと が 多い が , 
TRIKE Apical line (i4h2ey 
る も の が 多い 。 筆者 は この 方 法 で Mala- 
ya OREO, Perak の Kinta 
Valley の 河川 奏 , Kinta | |ORO4+A4T 
を 試み た 。 (Jour. Geol., 67, 130~ 
108, 1959) [阿部 〕 
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